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（
一
三
）

『妙意もの語』の史料性について

る
。十
七
才
天
正
十
二
年
ニ
近
藤
弥
五
右
」「
代
官
所
飯
村
の
も
の
な
と
や
と
ひ
、

岩
脇
古
や
し
き
の
堀
さ
ら
へ
」（
二
十
九
裏
）「
さ
せ
申
、堀
ハ
中
屋
ト
間
ニ
か
、

今
ハ
年
ゝ
の
こ
の
は
に
う
づ
も
れ
、」「
堀
よ
せ
、
向
方
よ
り
堀
中
迄
木
竹
は
へ

出
申
候
妙
意
申
候
。」「
一
、
古
や
し
き
事
五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
シ藤

山
屋
敷
ば
ひ
と
く

也
。」「
中
屋
孫
藤
ニ
遠
信
ウ
リ
ケ
ン
状
ニ
曰
、南
ハ
向
方
山
ノ
嶺
ヲ
限
、北
ハ
」

「
次
郎
兵
衛
正
俊
や
し
き
か
き
り
、
東
ハ
向
方
山
屋
敷
、
西
ハ
西
方
の
」「
山

や
し
き
限
、大
道
も
中
屋
方
屋
敷
ノ
内
也
。
但
西
方
殿
ト
ハ
道
秀
」「
字
名
也
。

右
永
正
弐
年
也
。
寛
永
廿
一
年
迄
纔
百
四
十
年
也
。」（
三
十
表
）「
西
方
山
、

文
明
ノ
比
迄
ハ
極
楽
寺
山
ト
申
、
極
楽
寺
ト
申
て
」「
今
ノ
イ
ナ
リ
ノ
御
た
ち

ノ
下
ニ
寺
共
有
よ
し
。」「
一
、五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
シ藤

妻
女
は
や
ミ
弾
正
息
女
之
事

死
去
之
年
」「
月
末
勘
但
加
田
越
後
守
ム
ス
メ
、
今
ノ
妙
意
母
た
め
ニ
彼
五
郎

兵
衛
尉
ハ
」「
祖
父
ナ
リ
。さ
れ
ば
近
藤
ノ
室
物
か
た
り
な
と
た
し
か
に
覚
候
由
」

「
被
申
然
ハ
、越
州
ム
ス
メ
天
文
元
年
ニ
生
レ
申
間
、十
四
、五
に
し
て
今
よ
り
」

「
百
年
以
前
迄
存
生
と
見
へ
た
り
。
近
藤
ガ
室
加
田
ノ
孫
ヒ
メ
ニ
語
り
」（
三
十

裏
）「
被
申
候
。
近
藤
聟
入
候
時
、四
郎
兵
衛
尉
秀
次
弐
才
也
。
其
夜
し
も
」「
は

や
ミ
の
家
ニ
火
を
付
け
ら
れ
、
秀
次
を
は
た
か
ニ
て
か
ゝ
へ
出
し
」「
候
也
。
さ

れ
ば
女
ね
さ
め
候
も
、
き
る
物
、
帯
な
と
よ
く
と
り
ま
わ
す
へ
き
事
也
と
を
し

へ
し
と
な
り
。」「
一
、
加
田
ノ
ヒ
メ
其
比
岩
脇
へ
行
、
ふ
る
や
し
き
の
中
に
向

方
よ
り
西
へ
流
ル
ほ
そ
川
あ
り
し
か
、
そ
の
は
た
に
女
ノ
物
あ
ら
ふ
ふ
み
石
あ

り
し
か
、」「
そ
の
石
ニ
か
う
〴
〵
の
は
入
る
ほ
と
く
ぼ
か
成
所
あ
り
し
に
、�
ト
」

（
以
下
三
十
一
表
〜
三
十
六
表
の
翻
刻
は
続
編
に
続
く
。）

【
凡
例
】
一
、本
文
は
三
十
六
帖
か
ら
成
る
。
括
弧
内
の
数
字
は
帖
数
を
表
す
。

一
枚
を
二
つ
折
り
に
し
て
綴
じ
て
あ
る
た
め
、
最
初
の
頁
を
表
、
次

の
頁
を
裏
と
い
う
よ
う
に
示
し
た
。

二
、
本
文
の
一
行
単
位
を
、
鍵
括
弧
で
括
っ
て
示
し
た
。

三
、
句
読
点
「
、」
や
「
。」、
ま
た
、「
・
」
は
適
宜
、
筆
者
の
方
で

加
筆
し
た
。

メ
イ
タ
〻
キ
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（
一
二
）

名古屋女子大学紀要　第56号（人文・社会）

殿
様
へ
出
、
内
匠
頭
ト
名
乗
、
彼
殿
御
進シ
ン
タ
イ退

の
」「
の
ち
、
駿
州
大
納
言
殿
様

へ
出
つ
か
へ
、
壱
岐
守
と
め
さ
れ
」（
二
十
五
表
）「
し
か
、
駿
河
滅メ
ツ
キ
ヤ
ク却に

つ
き

紀
州
大
納
言
殿
様
へ
」「
預
ケ
ら
れ
し
に
、
や
う
〳
〵
御
こ
と
ハ
り
申
上
、
京

都
へ
」「
上
り
、
聟
な
り
け
る
後
藤
縫ヌ

殿ヒ
ノ

丞
が
も
と
に
預
ケ
」「
を
か
れ
、
か
し

ら
お
ろ
し
、
一
貞
入
道
と
号
せ
し
か
、」「
寛
永
九
年
十
二
月
廿
二
日
六
十
八
才

に
し
て
往
生
し
」「
け
り
。
秀
正
後
定
政
ト
い
ふ
。」

「
私
曰
」「
壱
岐
守
一
貞
か
曽ヒ

ヲ

ヂ
祖
父
今
井
筑
前
守
近チ
カ

藤
と
い
ふ
も
の
」（
二
十
五

裏
）「
神
仏
を
た
ツ
と
み
、
萬
よ
こ
し
ま
な
ら
ぬ
も
の
な
り
し
が
、」「
彼
一
貞

先
祖
の
お
も
て
を
も
起
し
つ
つ
き
男
な
り
。
ふ
し
き
」「
に
継
父
の
名
字
を
つ

き
し
に
、
近コ
ン
ト
ウ藤

と
い
ふ
ふ
た
も
し
」「
先
祖
の
真
名
に
あ
ひ
あ
た
る
事
希マ
マ

妙
な

り
。」「
一
、一
貞
山
崎
合
戦
の
時
く
み
う
ち
し
て
父
の
ゆ
つ
り
」「
ケ
イ
キ
ン
の

脇
指
に
て
敵
の
た
ゞ
な
か
を
二
ツ
三
ツ
ト
ヲ
せ
し
」「
と
き
、
の
こ
き
り
ば
の

こ
と
く
こ
ほ
れ
し
が
、
中
に
も
」（
二
十
六
表
）「
ふ
か
き
あ
と
今
に
残
れ
り
。

其
時
一
貞
に
つ
き
し
家
来
」「
傳
若
後
傳
三
今
の
次
郎
右
衛
門
か
父
の
姉
の
子

也
。
又
左
近
」「
四
郎
今
の
次
郎
作
が
腹
ご
も
り
の
父
也
。
松
若
此
も
の
」「
跡

な
し
。」「
一
、市
介
討
死
の
時
、嫡
子
甚
蔵
十
三
、次
男
新
發
意
七
ツ
、を
と
の
」

「
娘
三
ツ
に
て
有
け
る
。
屋
敷
の
た
て
く
、
乱
世
の
砌
四ヨ

マ間
ば
り
」「
十
三
間

の
か
や
ふ
き
な
り
。
其
比
、
沢
山
よ
り
与
語
ま
て
の
」（
二
十
六
裏
）「
間
、
市

介
か
家
ほ
と
く
づ
屋
ニ
念
を
入
た
る
ハ
な
か
り
し
と
」「
な
ん
。
其
後
堀
次
郎

同
名
多
郎
と
い
ふ
も
の
に
」「
出
し
け
れ
は
、
か
れ
が
在
所
へ
と
り
て
作
り
侍

る
な
り
。」「
と
妙
意
そ
語
り
侍
る
よ
し
。」「
市
介
於
丹
生
谷
書
置
し
て
打
出
し

時
、
備
前
兼
光
」「
之
刀
ハ
嫡
子
宗
千
代
ケ
イ
キ
ン
脇
指
、
次
男
新
ホ
チ
イ
ト

書
付
」「
置
し
な
り
。
然
ニ
刀
ハ
甚
三
田
中
兵
部
殿
へ
礼
ニ
ま
か
る
と
て
」（
二
十
七

表
）「
八
幡
山
ニ
而
家
来
与
三
郎
ニ
も
た
せ
置
、失
ひ
侍
る
と
也
。
又
、新
ホ
チ
」

「
小
脇
指
ハ
椙
原
三
平
方
ニ
も
委
敷
語
り
見
せ
し
と
被
申
シ
な
り
。」「
波
こ
ほ

れ
見
く
る
し
か
り
け
れ
共
、
父
の
ユ
ツ
リ
ト
云
又
、
初
而
手
に
」「
あ
ひ
し
道

具
ト
云
旁
以
ヒ
サ
ウ
セ
シ
カ
、
末
期
ニ
是
ヲ
ハ
岩
脇
へ
」「
遣
し
候
へ
と
申
置

シ
よ
し
な
り
と
侍
る
も
よ
し
な
。」「
一
、
本
や
し
き
へ
ハ
、
堀
平
内
と
か
や
い

ふ
も
の
は
入
け
れ
は
、
市
介
」「
後
家
ハ
三
人
の
子
と
も
を
か
ゝ
へ
被ヒ
ク
ワ
ン官

次
郎

三
郎
と
て
」（
二
十
七
裏
）「
今
の
孫
三
か
親
の
家
の
そ
ば
に
さ
ゝ
ふ
き
の
庵イ
ホ

り

を
む
」「
す
ひ
て
あ
り
し
に
、被ヒ
ク
ワ
ン官

の
う
ち
彦
右
衛
門
と
申
も
の
新
地
頭
ニ
」「
取

入
、
市
介
子
共
を
う
と
ミ
侍
り
し
を
、
そ
の
ゝ
ち
堀
左
衛
門
」「
督
殿
澤
山
へ

お
は
せ
し
時
、
近
藤
太
郎
介
彼
彦
右
衛
門
」「
か
家
へ
暁
ア
カ
ツ
キか
た
を
つ
こ
ミ
し
に

い
か
ゝ
し
て
か
の
か
れ
け
ん
」「
彦
右
衛
門
ハ
う
し
ろ
の
や
ふ
よ
り
に
け
う
せ

け
り
。
彦
右
衛
門
元ク
ワ
ン
ラ
イ来」「
実
子
な
く
て
、
小
野
の
宿
よ
り
養
子
し
て
、
よ
め

子
も
出
来
、」（
二
十
八
表
）「
廿
五
、六
な
る
す
く
や
か
も
の
有
し
を
其
時
太
郎

介
う
ち
」「
と
め
し
な
り
。
彦
右
衛
門
儀
チ
ク
テ
ン
ノ
後
、
入
道
仕
道
善
ト
申

て
」「
の
ち
在
所
ニ
而
病
死
す
る
な
り
。」「
一
、一
貞
ケ
イ
フ
近
藤
弥
五
右
衛
門

ニ
奉
公
せ
し
虎
若
弥
五
右
衛
門
」「
死
去
ノ
跡
ニ
金
子
な
と
う
せ
し
付
而
織弥
五
右
衛
門
事部

せ
ん
さ
く
せ
し
事
」「
あ
り
し
か
、
弥
五
右
コ
ツ
ヲ
彼
と
ら
わ
か
に
高
野
へ
も

た
せ
遣
し
」「
け
る
。
夫
よ
り
す
く
に
牢
籠
し
て
、後
故
郷
新
庄
村
な
る
ゆ
へ
、」

（
二
十
八
裏
）「
立
帰
、
岩
脇
沢
ノ
田
ノ
草
と
り
て
あ
り
し
を
、
太
郎
介
鉄
砲
」

「
ニ
而
う
ち
こ
ろ
し
け
る
と
也
。」「
一
、一
貞
駿
州
ニ
テ
千
三
百
石
弓
三
十
梃
な

り
し
と
侍
る
。」「
妙
意
物
か
た
り
」「
今
彦
根
町
に
出
る
与
兵
衛
か
母
お
と
し

の
姥
か
父
」「
平
内
と
申
す
も
の
筑
前
守
近
藤
代
ニ
定
使
ニ
申
つ
け
ら
れ
候
。
そ

の
」「
も
の
、信
長
公
御
代
迄
居
申
し
候
。
筑
前
本
領
と
し
て
じ
ゞ
わ
ら
山
へ
」

「
入
申
候
。村
ゝ
よ
り
岩
脇
へ
わ
ら
を
礼
ニ
越
申
候
を
定
使
平
内
」（
二
十
九
表
）

「
う
け
取
申
候
平
内
ニ
も
わ
ら
百
つ
ゝ
く
れ
申
候
由
、右
山
へ
入
申
候
。」「
覚
、

飯
村
西
東
箕
浦
四
村
と
申
ハ
、
市
場
ニ
ツ
シ
ヤ
ウ
シ
、
た
て
町
、」「
新
庄
ア
ラ

ケ
、岩
脇
村
ニ
平
内
弐
人
有
、西
ノ
平
内
と
ハ
筑
前
ヒ
官
也
。」「
東
ノ
平
内
ト
ハ
、

左
平
次
親
藤
六
ヒ
官
也
。
此
外
妙
意
覚
候
迄
、
向
殿
ヒ
官
」「
三
人
あ
る
。
其

外
は
何
れ
も
筑
前
ヒ
官
な
り
し
侍
る
也
。」「
一
、
妙
意
十
二
才
ニ
而
岩
脇
へ
參

（
一
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）
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（
一
一
）

『妙意もの語』の史料性について

と
く
へ
し
。」

　
　
今
度
、
於
丹
生
谷
岩
脇
市
介
方
討
死
之
段
、

　
　
對
當
家
忠
節
不
可
相
忘
候
。
併
貴
殿
御
名
誉
之

　
　
至
候
恐
々
謹
言
。

　
　
元
龜
三
　「
閏
正
月
十
八
日
」　
　
　
浅
井
備
前
守
　「
長
政
判
」

　
今
井
殿 

御
宿
所

　
正
保
三
迄
凡
七
拾
五
年
也
。

　
右
丹
生
堂
山
男
山
ト
モ
云
也
。
又
入
道
山
ト
モ
云
ナ
リ
。

「
私
曰
」「
書
物
ト
モ
多
カ
リ
シ
ニ
、大
阪
陣
ノ
比
カカ
ラ
ウ
ト

フ
ト
一
ツ
土
中
ニ
埋
ヲ
キ
、

の
ち
取
」「
出
し
見
候
所
、シ
ッ
チ
ニ
く
ち
て
悉
ヤ
フ
レ
ケ
ル
ト
三
慶
宝
申
候
。」

「
岩
脇
市
介
さ
い
こ
、数
ヶ
所
手
負
ヌ
ル
ト
見
候
テ
、た
ち
ま
ち
シ
ュ
天
童
」「
児

ノ
や
う
ニ
ナ
リ
シ
カ
、
高
き
所
ニ
走
り
ア
カ
リ
、
敵
ノ
中
ヲ
見
廻
シ
、
大
音
聲
」

「
ヲ
は
な
ち
、
此
あ
た
り
ニ
田
邊
式
部
之
丞
ヤ
嶋
久
右
衛
門
尉
ハ
ナ
キ
カ
、
日

比
」（
二
十
二
表
）「
肩
を
な
ら
へ
し
傍
輩
ヲ
、
人
手
ニ
カ
ケ
ン
ハ
い
ひ
か
ひ
な

し
。」「
某
た
ゝ
今
腹
切
へ
し
。
よ
つ
て
か
ひ
し
や
く
セ
と
よ
ば
ゝ
り
」「
し
に
、

両
人
色
め
き
立
而
見
候
し
處
ニ
樋
口
を
し
帰
テ
、」「
か
ゝ
る
死
招
ス
ル
も
の
共

ニ
イ
シ
ユ
ア
ル
も
の
ハ
、
む
か
わ
ぬ
も
の
そ
。」「
た
ゝ
い
こ
ろ
せ
も
の
共
と
下

知
を
な
し
ケ
レ
ハ
、
岩
市
ハ
、」「
又
や
り
ひ
つ
さ
け
、
と
ん
ほ
お
り
、
に
く
し

き
た
な
き
物
共
と
て
、」「
さ
ん
〳
ニ〵
つ
き
し
り
そ
け
、
終
ニ
ら
ん
く
ん
の
中
ニ

而
討
死
」「
を
こ
そ
し
た
り
け
り
。
岩
市
一
所
ニ
う
ち
し
に
し
た
り
し
ハ
、」「
嶋

若
狭
ア
イ
ヤ
ケ
也
。
小
野
弥
六
兵
衛
尉
ガ
家
子
、畑
伊
賀
守
也
。
イ
ガ
岡
」「
四

郎
ノ
左
衛
門
尉
ハ
お
と
ゝ
し
の
夏
、
た
つ
か
は
な
ニ
て
う
た
れ
、
父
又
当
正
月

う
ち
死
（
二
十
二
裏
）」「
を
し
と
そ
。」

　
　
　
　
岩
脇
甚
蔵
誕
生
之
事

「
永
禄
三
庚

申

年
加
田
源
兵
衛
尉
屋
敷
ニ
而
生
レ
シ
也
。
童
名
」「
宗
千
代
丸
、
中

ハ
甚
蔵
、
後
三
太
夫
ト
号
シ
也
。
十
三
ニ
テ
父
市
介
討
死
、」「
廿
六
天
正
十
三

年
長
濱
山
内
對
馬
守
殿
へ
弐
百
石
ニ
而
出
、
翌
年
煩
分
ニ
而
」「
は
入
、
妹
聟
嶋

彦
蔵
ヲ
其
跡
へ
出
し
申
由
、
其
年
始
而
箕
浦
市
場
へ
出
」「
申
也
。
妙
意
十
九

才
。
仁
十
二
ニ
テ
岩
脇
參
り
申
由
、其
時
甚
蔵
十
九
也
。」（
二
十
三
表
）
廿
九
、

天
正
十
六
年
正
月
お
す
て
誕
生
。
其
年
牢
籠
八
月
よ
り
十
二
」「
月
迄
越
前
逗

留
。
正
月
又
箕
浦
へ
立
帰
り
候
由
、
お
す
て
も
つ
れ
て
參
り
し
。」「
三
十
三
、

天
正
十
九
年
澤
山
加
藤
遠
江
守
殿
へ
弐
百
石
ニ
而
出
、
翌
年
甲
州
出
入
、」「
五

年
ニ
而
立
帰
り
候
。
文
禄
四
年
米
原
初
而
出
申
候
故
彼
地
ニ
甲
州
ノ
」「
女
ヲ
置

申
候
由
。
甚
蔵
丗
六
、
妙
意
廿
八
、
お
す
て
七
ツ
也
。
慶
長
五
年
」「
米
原
よ

り
岩
脇
へ
立
帰
り
候
。此
年
さ
ら
し
町
始
候
事
米
原
始
る
」「
事
天
正
十
八
年
也
。」

（
二
十
三
裏
）「
一
、市
介
元
龜
三
年
閏
正
月
十
五
日
討
死
。
翌
年
天
正
元
年
」

「
十
二
月
廿
日
ニ
今
井
権
六
秀
形
ヨ
リ
西
坊
へ
状
ア
リ
。
岩
脇
宗
千
代
丸
」「
此

中
被
相
抱
御
取
立
之
段
、
別
而
祝
着
候
。
弥
向
後
迄
可
然
歟
ニ
、」「
可
有
異
見

候
。
母
被
官
不
相
届
候
得
ハ
従
此
方
可
申
付
候
。
為
其
」「
一
筆
如
此
候
。
恐
々

謹
言
。月
日
。西
坊
は
西
円
寺
住
持
也
。後
、」「
多
賀
成
就
院
ノ
住
僧
ニ
ス
ハ
リ
、

宗
千
代
モ
多
賀
へ
同
道
せ
シ
ト
也
。」「
十
三
ニ
テ
父
ニ
ヲ
ク
レ
、十
五
才
ノ
時
、

母
近
藤
弥
五
右
へ
被
参
候
。
ヒ
官
共
よ
り
」「
見
ツ
キ
申
也
。
母
廿
斗
也
。
天

正
六
、七
年
ニ
ア
ヅ
チ
へ
引
越
申
候
ト
あ
り
。」

　
　
　
　
一
貞
之
事

「
岩
脇
市
介
秀
正
か
次
男
松
千
代
丸
改
新シ
ン

發ボ
チ

意ヰ

丸
ト
申
、」「
七
ツ
ニ
テ
父
秀
正

ニ
ワ
か
れ
、
蓮
花
寺
の
か
し
き
に
て
」「
あ
り
し
か
、
ゆ
き
あ
ひ
の
ア
ニ
織ヲ
リ

部ベ
ノ

正カ
ミ

も
と
と
り
取
あ
け
、」「
近
藤
太
郎
介
一
貞
と
そ
な
の
ら
せ
け
る
。
さ
る
程
に

天
正
」「
十
年
六
月
あ
け
ち
か
つ
せ
ん
の
時
、堀
左
衛
門
督
手
に
て
、」（
二
十
四

裏
）「
一
貞
十
七
才
、
比
類
な
き
高
名
を
し
か
は
、
そ
れ
よ
り
、」「
い
よ
〳
〵

ぶ
ゆ
う
の
た
し
な
み
ゆ
た
ん
な
く
、
同
十
一
年
二
月
勢
州
瀧
川
陣
、
同
十
二
年

四
月
尾
州
長
久
手
、」「
同
十
八
年
小
田
原
、
慶
長
五
年
九
月
関
ヶ
原
、
同
十
九

年
」「
大
阪
冬
陣
、
彼
是
六
ヶ
敷
の
首
尾
ニ
あ
ひ
、
堀
没ホ
ツ
ラ
ク落

」「
の
ゝ
ち
、
上
総



– 347 –

（
一
〇
）

名古屋女子大学紀要　第56号（人文・社会）

彼
嫡
子
甚
蔵
よ
く
似
た
り
し
と
」「
覚
へ
侍
る
と
そ
。」

（
十
六
裏
）「
一
、
箕
浦
の
城
ニ
ハ
堀
入
か
わ
り
、
樋
口
ハ
が
マ
ノ
ハ
箕
浦
馳

走
す
。」「
又
、
古
き
文
云
カ
マ
ノ
ハ
ト
モ
ア
リ
。」「
一
、
天
文
之
比
、
今
井
へ

具
足
長
政
よ
り
賜
し
候
。
又
、
岩
市
へ
天
竺
織
リ
ノ
物錦

十
五
、六
分
有
、
品
送

り
し
け
り
。」

　
　
　
　
　
鎌
端
て
だ
て
の
事

「
一
、
元
龜
三
年
正
月
岩
脇
市
介
ハ
今
井
小
法
士
丸
、」「
山
中
に
お
は
せ
し
も

と
へ
わ
け
入
申
け
る
ハ
、」「
鎌
の
は
の
城
、
乗
と
ら
は
や
の
内
談
、
浅
井
」「
長

政
も
か
つ
聞
召
候
な
る
、
こ
れ
か
れ
申
合
」（
十
七
表
）「
す
る
む
ね
あ
り
と
、

ゆ
び
を
お
り
て
語
り
け
れ
」「
は
、
嶋
若
狭
入
道
、
つ
く
〳
〵
聞
て
此
事
一
定
」

「
然
へ
し
と
も
、
存
候
ハ
す
と
申
し
け
れ
は
、
市
介
」「
き
ゝ
て
、
さ
ん
候
。

此
比
よ
に
あ
る
も
の
共
こ
そ
候
へ
。」「
我
等
ノ
と
き
の
一
ッ
き
ば
ら
、
口
に
ま

か
せ
申
め
」「
く
る
事
、
何
か
事
行
候
へ
き
。
た
ゝ
今
若
殿
の
」「
御
な
ぐ
さ
め

に
あ
ら
�マ
マ

ぬ
事
、
申
ち
ら
す
に
」（
十
七
裏
）「
こ
そ
候
へ
と
て
、
さ
ら
ぬ
程
に

も
て
な
し
、」「
立
出
し
か
ば
、
若
狭
入
道
同
ク
嫡
子
四
郎
左
衛
門
尉
」「
を
さ

そ
ひ
、
市
介
か
詞
の
い
ふ
か
し
き
よ
と
て
」「
ひ
そ
か
に
二
町
は
か
り
立
出
、

岩
市
を
招
と
め
、」「
父
子
彼
是
三
人
手
を
と
ッ
テ
申
け
る
は
、
い
か
に
」「
一

介
殿
た
ゝ
今
入
道
が
申
せ
し
事
、
時
に
と
ツ
」「
て
は
づ
か
し
う
も
覚
へ
候
。

そ
れ
に
つ
き
候
て
ハ
事
」（
十
八
表
）「
新
敷
申
事
な
れ
と
も
、
彼
樋
口
と
四
郎

左
衛
門
が
」「
嫡
子
縁
者
た
る
に
よ
り
、
似
る
。
近
夏
に
て
此
度
」「
樋
三
に
す

か
さ
れ
、
久
右
衛
門
当
家
を
そ
む
き
候
へ
ば
、」「
我
等
も
心
中
き
た
な
し
と
や

思
ひ
給
ふ
ら
ん
。」「
そ
れ
は
、後
ゝ
も
思
ゐ
し
り
給
へ
。
そ
の
儀
に
て
ハ
」「
候

ハ
す
、小
法
士
殿
御
幼
少
の
う
へ
、つ
き
し
た
が
ふ
。」「
も
の
ま
れ
に
候
へ
ば
、

我
等
が
子
と
も
ハ
、
随
分
御
手
を
」（
十
八
裏
）「
も
、
ひ
か
せ
申
へ
し
と
こ
そ

存
候
へ
と
申
け
れ
ハ
、」「
市
介
聞
て
う
れ
し
う
も
宣
ふ
も
の
か
な
」「
仰
向
と
て
、

あ
し
う
ハ
承
候
ハ
ん
。
か
つ
う
ハ
痛イ
タ
ミ」「

い
り
て
こ
そ
覚
し
候
へ
。
か
の
鎌
の

は
ち
か
き
」「
あ
た
り
に
、
さ
い
し
を
忍
ば
せ
て
候
へ
ば
、
こ
れ
よ
り
」「
小
谷

へ
帰
る
さ
に
、
立
よ
り
申
を
く
へ
き
に
て
候
。」「
萬
事
ハ
頼
存
な
り
と
て
袂
を

か
ほ
に
を
し
」（
十
九
表
）「
あ
て
け
れ
ば
、嶋
父
子
も
ふ
か
く
涙
に
む
せ
ひ
」「
け

る
か
互
タ
カ
イ
ニ一

入
な
こ
り
お
し
く
、又
あ
ふ
へ
き
」「
も
い
つ
か
ハ
と
お
も
ひ
け
れ
ば
、

千
秋
万
歳
」「
と
し
ゆ
く
し
て
わ
か
れ
け
る
と
そ
。」

「
私
曰
」「
市
介
若
年
の
こ
ろ
、
嶋
若
州
の
聟
た
り
し
か
、」「
り
へ
つ
し
て
、

そ
の
ゝ
ち
又
市
介
死
後
に
、
四
郎
左
衛
門
岡
」「
庄
左
衛
門
に
、
岩
市
が
を
と

の
ひ
め
を
あ
は
せ
し
也
。」

（
十
九
裏
）
岩
脇
市
介
討
死
の
事

「
さ
る
程
に
、
市
介
ハ
そ
れ
よ
り
妻
子
を
預
ケ
」「
置
し
宿
へ
立
こ
え
、
一
途ヅ

猶
い
そ
き
侍
り
し
」「
に
、
堀
・
樋
口
此
よ
し
を
き
ゝ
出
し
、
安
か
ら
ぬ
」「
も

の
哉
、
か
ゝ
る
一イ
ッ
キ揆

の
屋
つ
は
ら
を
手
の
ひ
に
し
て
ハ
あ
し
か
り
な
ん
と
て
、

丹ニ

生フ
タ
ニ

谷
へ
」「
す
て
に
を
し
よ
す
る
と
き
こ
へ
し
か
は
、」（
二
十
表
）「
か
た
ら

ひ
勢
の
く
せ
と
し
て
、
谷
嶺ミ
ネ

を
つ
た
ひ
、」「
過
半
お
ち
う
せ
に
け
り
。
岩
脇
市

介
ハ
、此
よ
し
を
」「
き
ゝ
、さ
い
し
の
行
ゑ
、い
ひ
も
を
き
書
も
置
て
、」「
も
の
ゝ

具
か
た
む
る
。
片カ
タ

手
に
湯ユ

漬ツ
ケ

一
わ椀ん
し
て
、」「
か
け
出
、
丹ニ

ウ生
堂ダ
ウ

山
へ
と
り
あ

か
り
、俄
事
て
ハ
」「
あ
り
、あ
た
り
の
山サ
ン
カ家
を
壊コ
ホ
チよ
せ
、四
方
に
し
ゝ
か
き
」「
を

ゆ
ひ
ま
ハ
し
、
一
ッ
方
に
木
戸
を
か
ま
へ
、
へ
ひ
」（
二
十
裏
）「
に
仕
た
て
く

た
ゝ
み
、
な
ん
と
を
と
り
つ
け
、
弓
」「
を
し
は
り
、
鑓
ふ
す
ま
を
つ
く
り
て
、

ま
ち
」「
か
け
し
に
、
あ
ん
の
こ
と
く
、
か
た
き
う
ん
か
の
こ
と
く
」「
を
し
か

け
た
り
。
互
に
し
つ
た
る
仲
な
れ
は
、
詞コ
ト
ハを

」「
か
ハ
し
、
名
乗
あ
ひ
、
矢
だ

て
も
お
し
ま
す
、弓
鉄
炮
」「
は
し
ば
し
の
ほ
と
に
て
、一
度
ニ
と
つ
と
つ
ひ
て
」

「
出
、
く
も
て
十
も
ん
じ
に
切
て
廻
り
、
た
ち
ま
ち
」（
二
十
一
表
）「
人
つ
か

を
つ
き
、
枕
を
な
ら
へ
、
究ク
キ
ヤ
ウ竟

の
兵
」「
う
ち
死
を
そ
と
け
た
り
け
る
。」

「
私
曰
」「
そ
の
ゝ
ち
、
浅
井
長
政
よ
り
、
今
井
小
法
士
丸
へ
市
介
儀
」「
と
ふ

ら
ひ
給
ふ
、
一
通
の
と
め
有
。
本
書
ハ
近
藤
壱
岐
方
ニ
」「
あ
る
か
、
重
て
承

（
一
一
）

『妙意もの語』の史料性について

と
く
へ
し
。」

　
　
今
度
、
於
丹
生
谷
岩
脇
市
介
方
討
死
之
段
、

　
　
對
當
家
忠
節
不
可
相
忘
候
。
併
貴
殿
御
名
誉
之

　
　
至
候
恐
々
謹
言
。

　
　
元
龜
三
　「
閏
正
月
十
八
日
」　
　
　
浅
井
備
前
守
　「
長
政
判
」

　
今
井
殿 

御
宿
所

　
正
保
三
迄
凡
七
拾
五
年
也
。

　
右
丹
生
堂
山
男
山
ト
モ
云
也
。
又
入
道
山
ト
モ
云
ナ
リ
。

「
私
曰
」「
書
物
ト
モ
多
カ
リ
シ
ニ
、大
阪
陣
ノ
比
カカ
ラ
ウ
ト

フ
ト
一
ツ
土
中
ニ
埋
ヲ
キ
、

の
ち
取
」「
出
し
見
候
所
、シ
ッ
チ
ニ
く
ち
て
悉
ヤ
フ
レ
ケ
ル
ト
三
慶
宝
申
候
。」

「
岩
脇
市
介
さ
い
こ
、数
ヶ
所
手
負
ヌ
ル
ト
見
候
テ
、た
ち
ま
ち
シ
ュ
天
童
」「
児

ノ
や
う
ニ
ナ
リ
シ
カ
、
高
き
所
ニ
走
り
ア
カ
リ
、
敵
ノ
中
ヲ
見
廻
シ
、
大
音
聲
」

「
ヲ
は
な
ち
、
此
あ
た
り
ニ
田
邊
式
部
之
丞
ヤ
嶋
久
右
衛
門
尉
ハ
ナ
キ
カ
、
日

比
」（
二
十
二
表
）「
肩
を
な
ら
へ
し
傍
輩
ヲ
、
人
手
ニ
カ
ケ
ン
ハ
い
ひ
か
ひ
な

し
。」「
某
た
ゝ
今
腹
切
へ
し
。
よ
つ
て
か
ひ
し
や
く
セ
と
よ
ば
ゝ
り
」「
し
に
、

両
人
色
め
き
立
而
見
候
し
處
ニ
樋
口
を
し
帰
テ
、」「
か
ゝ
る
死
招
ス
ル
も
の
共

ニ
イ
シ
ユ
ア
ル
も
の
ハ
、
む
か
わ
ぬ
も
の
そ
。」「
た
ゝ
い
こ
ろ
せ
も
の
共
と
下

知
を
な
し
ケ
レ
ハ
、
岩
市
ハ
、」「
又
や
り
ひ
つ
さ
け
、
と
ん
ほ
お
り
、
に
く
し

き
た
な
き
物
共
と
て
、」「
さ
ん
〳
ニ〵
つ
き
し
り
そ
け
、
終
ニ
ら
ん
く
ん
の
中
ニ

而
討
死
」「
を
こ
そ
し
た
り
け
り
。
岩
市
一
所
ニ
う
ち
し
に
し
た
り
し
ハ
、」「
嶋

若
狭
ア
イ
ヤ
ケ
也
。
小
野
弥
六
兵
衛
尉
ガ
家
子
、畑
伊
賀
守
也
。
イ
ガ
岡
」「
四

郎
ノ
左
衛
門
尉
ハ
お
と
ゝ
し
の
夏
、
た
つ
か
は
な
ニ
て
う
た
れ
、
父
又
当
正
月

う
ち
死
（
二
十
二
裏
）」「
を
し
と
そ
。」

　
　
　
　
岩
脇
甚
蔵
誕
生
之
事

「
永
禄
三
庚

申

年
加
田
源
兵
衛
尉
屋
敷
ニ
而
生
レ
シ
也
。
童
名
」「
宗
千
代
丸
、
中

ハ
甚
蔵
、
後
三
太
夫
ト
号
シ
也
。
十
三
ニ
テ
父
市
介
討
死
、」「
廿
六
天
正
十
三

年
長
濱
山
内
對
馬
守
殿
へ
弐
百
石
ニ
而
出
、
翌
年
煩
分
ニ
而
」「
は
入
、
妹
聟
嶋

彦
蔵
ヲ
其
跡
へ
出
し
申
由
、
其
年
始
而
箕
浦
市
場
へ
出
」「
申
也
。
妙
意
十
九

才
。
仁
十
二
ニ
テ
岩
脇
參
り
申
由
、其
時
甚
蔵
十
九
也
。」（
二
十
三
表
）
廿
九
、

天
正
十
六
年
正
月
お
す
て
誕
生
。
其
年
牢
籠
八
月
よ
り
十
二
」「
月
迄
越
前
逗

留
。
正
月
又
箕
浦
へ
立
帰
り
候
由
、
お
す
て
も
つ
れ
て
參
り
し
。」「
三
十
三
、

天
正
十
九
年
澤
山
加
藤
遠
江
守
殿
へ
弐
百
石
ニ
而
出
、
翌
年
甲
州
出
入
、」「
五

年
ニ
而
立
帰
り
候
。
文
禄
四
年
米
原
初
而
出
申
候
故
彼
地
ニ
甲
州
ノ
」「
女
ヲ
置

申
候
由
。
甚
蔵
丗
六
、
妙
意
廿
八
、
お
す
て
七
ツ
也
。
慶
長
五
年
」「
米
原
よ

り
岩
脇
へ
立
帰
り
候
。此
年
さ
ら
し
町
始
候
事
米
原
始
る
」「
事
天
正
十
八
年
也
。」

（
二
十
三
裏
）「
一
、市
介
元
龜
三
年
閏
正
月
十
五
日
討
死
。
翌
年
天
正
元
年
」

「
十
二
月
廿
日
ニ
今
井
権
六
秀
形
ヨ
リ
西
坊
へ
状
ア
リ
。
岩
脇
宗
千
代
丸
」「
此

中
被
相
抱
御
取
立
之
段
、
別
而
祝
着
候
。
弥
向
後
迄
可
然
歟
ニ
、」「
可
有
異
見

候
。
母
被
官
不
相
届
候
得
ハ
従
此
方
可
申
付
候
。
為
其
」「
一
筆
如
此
候
。
恐
々

謹
言
。月
日
。西
坊
は
西
円
寺
住
持
也
。後
、」「
多
賀
成
就
院
ノ
住
僧
ニ
ス
ハ
リ
、

宗
千
代
モ
多
賀
へ
同
道
せ
シ
ト
也
。」「
十
三
ニ
テ
父
ニ
ヲ
ク
レ
、十
五
才
ノ
時
、

母
近
藤
弥
五
右
へ
被
参
候
。
ヒ
官
共
よ
り
」「
見
ツ
キ
申
也
。
母
廿
斗
也
。
天

正
六
、七
年
ニ
ア
ヅ
チ
へ
引
越
申
候
ト
あ
り
。」

　
　
　
　
一
貞
之
事

「
岩
脇
市
介
秀
正
か
次
男
松
千
代
丸
改
新シ
ン

發ボ
チ

意ヰ

丸
ト
申
、」「
七
ツ
ニ
テ
父
秀
正

ニ
ワ
か
れ
、
蓮
花
寺
の
か
し
き
に
て
」「
あ
り
し
か
、
ゆ
き
あ
ひ
の
ア
ニ
織ヲ
リ

部ベ
ノ

正カ
ミ

も
と
と
り
取
あ
け
、」「
近
藤
太
郎
介
一
貞
と
そ
な
の
ら
せ
け
る
。
さ
る
程
に

天
正
」「
十
年
六
月
あ
け
ち
か
つ
せ
ん
の
時
、堀
左
衛
門
督
手
に
て
、」（
二
十
四

裏
）「
一
貞
十
七
才
、
比
類
な
き
高
名
を
し
か
は
、
そ
れ
よ
り
、」「
い
よ
〳
〵

ぶ
ゆ
う
の
た
し
な
み
ゆ
た
ん
な
く
、
同
十
一
年
二
月
勢
州
瀧
川
陣
、
同
十
二
年

四
月
尾
州
長
久
手
、」「
同
十
八
年
小
田
原
、
慶
長
五
年
九
月
関
ヶ
原
、
同
十
九

年
」「
大
阪
冬
陣
、
彼
是
六
ヶ
敷
の
首
尾
ニ
あ
ひ
、
堀
没ホ
ツ
ラ
ク落

」「
の
ゝ
ち
、
上
総
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（
九
）

『妙意もの語』の史料性について

裏
）「
敏ビ
ン

万
寺
に
て
屋
敷
を
給
り
し
か
、
一
門
家
来
」「
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
秀

次
ハ
其
比
愛
知
郡
高
野
瀬
」「
に
し
た
し
け
れ
ば
、
彼
領
内
安犬
上
也食

と
い
ふ
」「
所

に
か
す
か
な
る
住
居
し
て
あ
り
し
と
か
や
。」

　
一
通
う
つ
し

今
井
方
御
礼
銭
弐
千
疋
請
取
申
候
、
其
趣
可
被
仰
遣
候
。

　
恐
々
謹
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
原
新
六

　
　
天
文
七
　
十
二
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
増 

判

　
　
妙
観
院
　
御
房
中

（
十
三
表
）「
天
文
七
よ
り
正
保
三
迄
凡
百
八
年
也
。
又
此
水
原
の
水
字
水
と

も
永
ト
モ
不
見
分
。」「
永
ナ
レ
ハ
ナ
カ
ハ
ラ
也
。
水
ナ
レ
ハ
ミマ

マ
ツ
ラ
也
。」「
粟

見
ノ
妙
観
院
ト
テ
、
ソ
ノ
カ
ミ
エ
イ
サ
ン
ヨ
リ
寺
領
サ
イ
キ
ヨ
ノ
タ
メ
、
ス
ヱ

ヲ
カ
レ
シ
」「
ト
ナ
リ
。」「
彼
ヤ
シ
キ
ク
ル
ミ
七
郷
ノ
内
ア
ミ
タ
堂
ム
ラ
竹
中

ヤ
シ
キ
ト
也
。
カ
ン
サ
キ
郷
也
。」

　
　
　
尺
千
世
元
服
之
事

「
秀
次
か
ひ
と
り
子
尺
千
世
三
ツ
に
て
、
母
に
を
く
れ
」「
て
の
ち
、
今
井
尺

夜
叉
丸
の
母
儀
馬
場
よ
り
め
し
」「
つ
れ
給
ふ
、
か
や
と
い
へ
る
女
、
尺
千
世

め
の
と
の
」（
十
三
裏
）「
や
う
に
て
預
り
置
し
か
、
一
と
せ
牢ロ
ウ

人
し
て
」「
南

の
郡
に
あ
り
し
時
、
よ
ろ
つ
不フ
ニ
ヨ
イ

如
意
の
世
を
」「
わ
た
り
、
秀
次
還ゲ
ン
チ
ウ住

の
ゝ
ち
、

尺
千
世
荒ク
ハ
ウ
ジ
ン

神
山
に
」「
児チ
ゴ

に
て
あ
り
し
を
よ
ひ
く
だ
し
、
ゑ
ぼ
し
き
」「
せ
、
市

介
と
申
せ
し
時
、」「
嶋
若
狭
守
か
聟
に
成
し
」「
と
き
今
井
後
室
か
や
を
あ
ら

た
め
、
お
か
あ
と
」「
よ
バ
せ
、
あ
し
う
ち
の
膳
を
ゆ
る
し
給
へ
る
と
そ
聞
。

（
十
四
表
）「
私
曰
」「
今
井
牢
籠
の
事
、嶋
物
か
た
り
ニ
委
敷
、享
禄
四
年
」「
正

月
七
日
尺
千
世
六
才
ノ
時
何
郡
へ
俄
ニ
立
退
シ
時
四
郎
兵
衛
」「
秀
次
蔵
ニ
能
米

弐
百
石
余
、
其
外
蔵
物
捨
置
ニ
オ
フ駄

セ
馬
四
五
疋
」「
岩
脇
里
放
迄
ハ
、
ツ
ケ

出
シ
カ
ド
モ
、
ソ
レ
サ
ヘ
こ
ゝ
か
し
こ
に
す
て
置
ケ
ル
ト
ソ
。」「
右
此
七
日
崩

ハ
伏
見
落
城
之
事
、
鳥
井
彦
右
衛
門
討
死
之
時
事
歟
。」「
一
、
市
介
後
右
京
之

亮
ト
号
セ
シ
カ
ト
モ
、
人
皆
一
介
ト
ノ
ミ
ヨ
ヒ
ナ
レ
シ
ト
也
。」

「
私
曰
」「
太
尾
敵
城
之
砌
、
今
井
北
ノ
神
正
寺
ニ
へ
立
退
シ
カ
ハ
、
岩
脇
秀

次
等
も
同
前
也
。」「
然
ニ
箕
浦
今
七
兵
衛
か
先
祖
五
郎
太
夫
ト
云
モ
ノ
〳
〵
所

ヲ
中
宿
ト
シ
テ
、
岩
方
ノ
」「
作
毛
申
付
シ
ト
ソ
。」

（
十
四
裏
）「
其
後
、
岩
方
甚
蔵
誕
生
ノ
比
ハ
、
加
田
越
後
守
屋
敷
ニ
市
介
妻

子
中
宿
シ
テ
マ
ゝ
ニ
テ
、」「
甚
蔵
生
レ
シ
ト
ソ
。越
州
室
市
介
ヲ
ハ
ナ
レ
ハ
也
。」

「
甚
蔵
誕
生
迄
、
祖
父
筑
前
秀
」「
次
存
生
ニ
テ
悦
被
申
候
由
、
加
田
ヲ
バ
之

語
被
申
候
と
妙
意
被
申
候
。
然
ハ
、
元
龜
」「
年
中
迄
存
生
ト
見
へ
た
り
。」

「
今
年
姉
川
合
戦
ア
リ
」「
田
中
新
介
ト
テ
岩
市
介
甥ヲ
イ

長
岡
ニ
あ
り
ト
也
。
不

審
可
為
伯
父
ヲ
ヂ
治
定
也
。」「
市
介
母
儀
ハ
永
岡
田
中
惣
領
三
郎
ト
云
仁
ア
リ

ソ
ノ
ム
ス
メ
也
。」「
田
筑
後
殿
ニ
奉
公
候
か
田
中
弥
右
衛
門
ハ
市
介
母
ノ
甥
也
。

三
郎
嫡
子
ノ
」「
弥
右
衛
門
也
。」

（
十
五
表
）
市
介
双
六
う
ち
し
事

あ
る
と
き
小
谷
へ
濃
州
菩ボ

提タ
イ

の
住
人
、
竹
中
」「
半
兵
衛
登ト
ウ
シ
ヤ
ウ城あ

り
し
と
き
、

岩
脇
市
介
俄
に
」「
め
さ
れ
し
事
あ
り
。
い
ふ不

審
か
し
く
お
も
ひ
な
か
ら
、罷
出
」

「
侍
る
に
、
竹
半
双
六
す
き
な
れ
ば
、
岩
市
江
北
一
の
上
手
」「
な
れ
は
と
て
、

所
望
ゆ
へ
め
し
出
さ
れ
う
ち
し
と
そ
」「
聞
へ
し
。
さ
れ
ば
一
と
せ
堀石

州
次
郎
之
」

（
十
五
裏
）「
む
ほ
ん
の
と
き
、
今
井
小
法
士
ハ
堀
と
縁
者
と
い
ひ
、」「
近
所

と
い
ひ
、
か
た
〳
〵
一
味
よ
ろ
し
か
る
へ
し
と
」「
竹
半
市
介
か
た
迄
内
通
侍

り
つ
れ
と
も
、岩
市
」「
召
時
に
あ
ひ
さ
う
も
な
く
返
事
し
た
り
」「
と
か
や
。」「
さ

れ
ば
、
さ
や
う
の
詞
に
や
恥
た
り
け
ん
。
姉
川
」「
に
て
も
命
を
ち塵

芥

ん
か
ひ
よ

り
も
か
ろ
く
し
」「
な
し
、沢
山
籠
城
中
終
に
一
度
も
弱
ミ
の
」（
十
六
表
）「
談

合
に
お
ち
す
、
元ゲ
ン
キ龜

元
年
二
月
澤
山
落ラ
ツ
キ
ヨ居

」「
の
ゝ
ち
も
小
法
士
丸
ハ
河
内
邊

山サ
ン
ヰ
ン陰

な
り
し
」「
に
市
介
な
と
ハ
い
や
し
く
も
小
谷
籠
城
」「
せ
し
と
そ
聞
え
し
。」

「
私
曰
」「
妙
意
い
と
け
な
き
比
、
小
谷
籠
城
の
う
ち
岩
脇
市
介
さ
い
し
」「
見

し
お
も
か
げ
、いセ
イ
六
尺
余ろ白

ノ
あ
か
ひ
げ
な
り
し
が
、の
ち
に
」「
思
ひ
あ
ハ
す
れ
ハ
、
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八
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藤
か
妻
女
五
ッ
の
と
し
、母
い
た
わ
る
事
有
て
、」「
今
ハ
の
き
ハ
に
や
有
け
ん
。

五
ッ
の
ひ
め
を
近
つ
け
、
泪
を
」「
押
へ
て
ひ
そ
か
に
聞
へ
け
る
は
、
我
身
し

か
〳
〵
」「
の
事
あ
り
て
、
さ
る
か
た
に
ま
か
て
行
そ
と
よ
。」「
ミ
つ
か
ら
が

な
か
ら
ん
ほ
と
は
、
こ
と
こ
ゝ
ろ
な
く
」「
ひ
た
す
ら
て
な
ら
ひ
よ
く
し
て
、

ひ
め
か
七
ッ
と
」（
七
裏
）「
い
は
ん
こ
ろ
、こ
の
文
を
ひ
ら
き
て
見
る
へ
し
。」

「
よ
め
な
は
、
ミ
つ
か
ら
か
な
ら
す
立
帰
へ
し
。」「
あ
な
か
し
こ
、
い
ろ
は
を

も
か
ゝ
さ
ら
ん
ほ
と
、」「
こ
れ
を
ひ
ら
き
見
、又
ハ
人
に
か
た
る
事
有
へ
」「
か

ら
す
。
さ
も
あ
ら
は
、
わ
ら
ハ
ゝ
い
な
や
か
へ
ら
」「
し
。
か
ま
へ
て
〳
〵
と

い
ひ
置
て
、
終ツ
イ

に
む
な
し
」「
く
な
り
し
か
ば
、
い
と
気
な
き
こ
ゝ
ち
に
是
を
」

（
八
表
）「
誠
そ
と
心
ゑ
、
母
の
い
さ
め
し
こ
と
く
、
萬ヨ
ロ
ツの

」「
事
に
こ
ゝ
ろ
を

ち
ら
さ
す
あ
け
暮
、
手
習
を
」「
こ
た
ら
す
、
ミ
と
せ
の
過
る
ハ
ゆ
め
な
れ
や
。

七
ッ
と
」「
申
せ
し
春
の
こ
ろ
、
お
り
ふ
し
の
暦コ
ヨ
ミや

う
」「
の
も
の
を
も
、
い
と

よ
く
よ
み
し
か
は
、よ
に
」「
う
れ
し
く
て
、其
と
し
の
秋
の
す
ゑ
つ
」「
か
た
、

夕
へ
の
月
、
む
し
の
こ
ゑ
、
そ
の
事
と
」（
八
裏
）「
な
く
物
か
な
し
き
に
、
ひ

と
り
と
も
し
ひ
の
」「
も
と
に
し
て
、
あ
り
つ
る
ふ
ミ
を
取
出
す
」「
に
い
ひ
し

ら
す
、
む
ね
う
ち
さ
ハ
き
な
か
ら
、」「
ひ
ら
き
て
見
る
に
、
か
く
な
ん
。」

「
君
か
代
の
久
し
か
る
へ
き
た
め
し
よ
は
」「
か
ね
て
そ
う
へ
し
住
よ
し
の
松
」

「
わ
か
手
よ
く
人
見
よ
と
て
も
か
き
を
か
す
」「
な
か
ら
ん
跡
の
か
た
見
と
も

な
れ
。」（
九
表
）「
私
曰
　
此
こ
と
の
葉
、
と
て
も
ふ
る
き
を
か
ゝ
は
、
猶
あ

ら
ん
」「
を
よ
し
な
し
。
人
と
い
ふ
文モ

ジ

タ
字
他
の
字
に
見
な
し
」「
て
表
る
る
歟
。」

さ
れ
ば
、
此
筆
の
あ
と
一
ト
も
じ
よ
め
ぬヒ
ト

か
た
な
か
り
」「
し
か
は
、
さ
て
ハ
、

は
や
は
ゝ
う
へ
の
立
帰
給
ハ
ん
比
の
」「
い
た
り
ぬ
る
よ
と
、
い
と
う
れ
し
く

お
も
ひ
立
て
、」「
見
給
て
見
、よ
の
常
の
人
の
子
の
母
や
め
の
と
」（
九
裏
）「
か

物
ま
う
て
し
て
帰
る
を
ま
ち
侍
る
や
う
に
、」「
母
上
の
年
比
お
は
せ
し
あ
た
り

を
、
て
つ
か
ら
」「
は
ひ
た
り
、
ち
り
ひ
ろ
ふ
た
り
し
て
、
あ
ら
ぬ
さ
ま
」「
な

れ
ば
、
め
の
と
ら
こ
れ
を
あ
や
し
め
、
と
へ
ど
も
」「
さ
だ
か
に
か
た
ら
す
。

後
に
ハ
う
つ
ゝ
な
き
こ
ゝ
ち
」「
に
な
り
て
、陽
水
を
た
に
も
は
か
〳
〵
し
う
」

「
聞
へ
い
れ
ね
ば
、
そ
の
比
父
速ハ
ヤ
ミ
ダ
ン
シ
ヤ
ウ

水
弾
正
ハ
折ヲ
リ
フ
シ節

」（
十
表
）「
在
京
つ
と
め
て

お
は
し
け
る
か
、
し
か
〳
〵
の
」「
事
あ
り
と
て
、
い
そ
き
い
ひ
登
せ
た
り
し
」

「
か
は
、と
か
く
し
て
く
た
り
給
ひ
し
に
、姫ヒ
メ

、」「
父
こ
せ
ん
の
袂
に
す
か
り
、

は
ゝ
う
へ
の
か
へ
り
」「
給
は
ぬ
か
な
し
さ
、始
を
ハ
り
の
事
共
な
く
〳
〵
」「
か

た
り
し
か
は
、父
を
は
し
め
、か
ミ
下
こ
ゑ
」「
を
と
ゝ
の
へ
な
き
し
と
か
や
。」

（
十
裏
）「
か
く
て
弾
正
ひ
め
を
と
か
く
こ
し
ら
へ
を
き
、」「
其
身
ハ
ま
た
都

へ
登
り
し
か
、
折
ふ
し
三
十
」「
三
間
堂
修シ
ュ

理
の
す
ゝ
め
あ
り
し
に
、
妻
の

菩ボ
タ
イ提
」「
の
た
め
、
ふ
と
し
き
柱ハ
シ
ラ一
も
と
よ
せ
し
か
、
あ
し
百
廿
貫
の
奉
加
帳

に
か
き
の
せ
侍
る
と
そ
聞
へ
し
。」

　
　
筑
前
守
秀
次
如
法
な
り
し
事

「
彼
速
水
弾
正
か
孫
岩
脇
近
藤
か
嫡
子
筑
前
守
」（
十
一
表
）「
秀
次
ハ
生シ
ヤ
ウ
ト
ク得

如ニ
ョ

法ホ
ウ

第
一
之
男
と
そ
聞
へ
し
。」「
惣
而
、道
の
ほ
と
一
里
と
も
、他
行
の
折
節
ハ
、」

「
め
し
つ
る
ゝ
し
も
へ
と
も
に
能ウ

ニ銭
廿
疋
あ
て
、
腰
に
」「
は
さ
ま
せ
侍
り
し

か
、
あ
る
時
加
田
修
理
進
か
館
へ
入
り
し
に
、
件
の
用ヨ
ウ
キ
ャ
ク脚か

そ
ふ
る
事
侍
て
、

九
十
」「
七
文
を
あ
や
し
め
、
僕ボ
ク
セ
ツ折

檻
あ
り
し
を
、
修
理
方
」「
内
主
ハ
筑
州
か

妹
な
る
に
よ
り
、
ひ
そ
か
に
聞
へ
」（
十
一
裏
）「
け
る
ハ
、
い
か
に
筑
前
殿
、

い
に
し
へ
よ
り
あ
し
の
数
ハ
、」「
子
細
あ
る
御
事
に
て
、
世
中
な
べ
て
か
く
の

ご
と
」「
く
こ
そ
さ
ふ
ら
ふ
な
れ
。
今
め
か
し
き
事
を
」「
も
宣
ノ
タ
マ
フ物

か
な
と
う
ち

ゑ
ミ
し
か
は
、
其
時
筑
前
守
手
」「
を
う
ち
て
、
神
も
照
覧
我
等
ハ
た
し
た
り
。

百
と
ゝ
そ
心
得
侍
り
つ
れ
と
申
せ
し
と
か
や
。」「
一
笑
〳
〵
。」

（
十
二
表
）
秀
次
牢
籠
之
事

「
筑
前
守
秀
次
い
ま
た
四
郎
兵
衛
尉
な
り
し
比
、
一
」「
も
ん
の
棟ト
ウ
リ
ヤ
ウ梁今

井
左

衛
門
尉
秀
信
不
慮
に
」「
生シ
ヤ
ウ
カ
イ害の

ゝ
ち
、
嫡チ
ャ
ク
シ子

尺シ
ャ
ク

夜ヤ

叉シ
ヤ

牢ラ
ウ
ロ
ウ籠

に
つ
き
、」「
秀
次

も
取
物
と
り
あ
え
ず
、
観
音
寺
さ
し
て
」「
お
ち
行
け
り
。
さ
れ
ば
今
井
尺
夜

叉
丸
并
同
名
」「
佐
々
木
殿
へ
御
礼
申
上
け
れ
ば
、
尺
夜
叉
丸
ニ
ハ
、」（
十
二

（
九
）

『妙意もの語』の史料性について

裏
）「
敏ビ
ン

万
寺
に
て
屋
敷
を
給
り
し
か
、
一
門
家
来
」「
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
秀

次
ハ
其
比
愛
知
郡
高
野
瀬
」「
に
し
た
し
け
れ
ば
、
彼
領
内
安犬
上
也食

と
い
ふ
」「
所

に
か
す
か
な
る
住
居
し
て
あ
り
し
と
か
や
。」

　
一
通
う
つ
し

今
井
方
御
礼
銭
弐
千
疋
請
取
申
候
、
其
趣
可
被
仰
遣
候
。

　
恐
々
謹
言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
原
新
六

　
　
天
文
七
　
十
二
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
増 

判

　
　
妙
観
院
　
御
房
中

（
十
三
表
）「
天
文
七
よ
り
正
保
三
迄
凡
百
八
年
也
。
又
此
水
原
の
水
字
水
と

も
永
ト
モ
不
見
分
。」「
永
ナ
レ
ハ
ナ
カ
ハ
ラ
也
。
水
ナ
レ
ハ
ミマ

マ
ツ
ラ
也
。」「
粟

見
ノ
妙
観
院
ト
テ
、
ソ
ノ
カ
ミ
エ
イ
サ
ン
ヨ
リ
寺
領
サ
イ
キ
ヨ
ノ
タ
メ
、
ス
ヱ

ヲ
カ
レ
シ
」「
ト
ナ
リ
。」「
彼
ヤ
シ
キ
ク
ル
ミ
七
郷
ノ
内
ア
ミ
タ
堂
ム
ラ
竹
中

ヤ
シ
キ
ト
也
。
カ
ン
サ
キ
郷
也
。」

　
　
　
尺
千
世
元
服
之
事

「
秀
次
か
ひ
と
り
子
尺
千
世
三
ツ
に
て
、
母
に
を
く
れ
」「
て
の
ち
、
今
井
尺

夜
叉
丸
の
母
儀
馬
場
よ
り
め
し
」「
つ
れ
給
ふ
、
か
や
と
い
へ
る
女
、
尺
千
世

め
の
と
の
」（
十
三
裏
）「
や
う
に
て
預
り
置
し
か
、
一
と
せ
牢ロ
ウ

人
し
て
」「
南

の
郡
に
あ
り
し
時
、
よ
ろ
つ
不フ
ニ
ヨ
イ

如
意
の
世
を
」「
わ
た
り
、
秀
次
還ゲ
ン
チ
ウ住

の
ゝ
ち
、

尺
千
世
荒ク
ハ
ウ
ジ
ン

神
山
に
」「
児チ
ゴ

に
て
あ
り
し
を
よ
ひ
く
だ
し
、
ゑ
ぼ
し
き
」「
せ
、
市

介
と
申
せ
し
時
、」「
嶋
若
狭
守
か
聟
に
成
し
」「
と
き
今
井
後
室
か
や
を
あ
ら

た
め
、
お
か
あ
と
」「
よ
バ
せ
、
あ
し
う
ち
の
膳
を
ゆ
る
し
給
へ
る
と
そ
聞
。

（
十
四
表
）「
私
曰
」「
今
井
牢
籠
の
事
、嶋
物
か
た
り
ニ
委
敷
、享
禄
四
年
」「
正

月
七
日
尺
千
世
六
才
ノ
時
何
郡
へ
俄
ニ
立
退
シ
時
四
郎
兵
衛
」「
秀
次
蔵
ニ
能
米

弐
百
石
余
、
其
外
蔵
物
捨
置
ニ
オ
フ駄

セ
馬
四
五
疋
」「
岩
脇
里
放
迄
ハ
、
ツ
ケ

出
シ
カ
ド
モ
、
ソ
レ
サ
ヘ
こ
ゝ
か
し
こ
に
す
て
置
ケ
ル
ト
ソ
。」「
右
此
七
日
崩

ハ
伏
見
落
城
之
事
、
鳥
井
彦
右
衛
門
討
死
之
時
事
歟
。」「
一
、
市
介
後
右
京
之

亮
ト
号
セ
シ
カ
ト
モ
、
人
皆
一
介
ト
ノ
ミ
ヨ
ヒ
ナ
レ
シ
ト
也
。」

「
私
曰
」「
太
尾
敵
城
之
砌
、
今
井
北
ノ
神
正
寺
ニ
へ
立
退
シ
カ
ハ
、
岩
脇
秀

次
等
も
同
前
也
。」「
然
ニ
箕
浦
今
七
兵
衛
か
先
祖
五
郎
太
夫
ト
云
モ
ノ
〳
〵
所

ヲ
中
宿
ト
シ
テ
、
岩
方
ノ
」「
作
毛
申
付
シ
ト
ソ
。」

（
十
四
裏
）「
其
後
、
岩
方
甚
蔵
誕
生
ノ
比
ハ
、
加
田
越
後
守
屋
敷
ニ
市
介
妻

子
中
宿
シ
テ
マ
ゝ
ニ
テ
、」「
甚
蔵
生
レ
シ
ト
ソ
。越
州
室
市
介
ヲ
ハ
ナ
レ
ハ
也
。」

「
甚
蔵
誕
生
迄
、
祖
父
筑
前
秀
」「
次
存
生
ニ
テ
悦
被
申
候
由
、
加
田
ヲ
バ
之

語
被
申
候
と
妙
意
被
申
候
。
然
ハ
、
元
龜
」「
年
中
迄
存
生
ト
見
へ
た
り
。」

「
今
年
姉
川
合
戦
ア
リ
」「
田
中
新
介
ト
テ
岩
市
介
甥ヲ
イ

長
岡
ニ
あ
り
ト
也
。
不

審
可
為
伯
父
ヲ
ヂ
治
定
也
。」「
市
介
母
儀
ハ
永
岡
田
中
惣
領
三
郎
ト
云
仁
ア
リ

ソ
ノ
ム
ス
メ
也
。」「
田
筑
後
殿
ニ
奉
公
候
か
田
中
弥
右
衛
門
ハ
市
介
母
ノ
甥
也
。

三
郎
嫡
子
ノ
」「
弥
右
衛
門
也
。」

（
十
五
表
）
市
介
双
六
う
ち
し
事

あ
る
と
き
小
谷
へ
濃
州
菩ボ

提タ
イ

の
住
人
、
竹
中
」「
半
兵
衛
登ト
ウ
シ
ヤ
ウ城あ

り
し
と
き
、

岩
脇
市
介
俄
に
」「
め
さ
れ
し
事
あ
り
。
い
ふ不

審
か
し
く
お
も
ひ
な
か
ら
、罷
出
」

「
侍
る
に
、
竹
半
双
六
す
き
な
れ
ば
、
岩
市
江
北
一
の
上
手
」「
な
れ
は
と
て
、

所
望
ゆ
へ
め
し
出
さ
れ
う
ち
し
と
そ
」「
聞
へ
し
。
さ
れ
ば
一
と
せ
堀石

州
次
郎
之
」

（
十
五
裏
）「
む
ほ
ん
の
と
き
、
今
井
小
法
士
ハ
堀
と
縁
者
と
い
ひ
、」「
近
所

と
い
ひ
、
か
た
〳
〵
一
味
よ
ろ
し
か
る
へ
し
と
」「
竹
半
市
介
か
た
迄
内
通
侍

り
つ
れ
と
も
、岩
市
」「
召
時
に
あ
ひ
さ
う
も
な
く
返
事
し
た
り
」「
と
か
や
。」「
さ

れ
ば
、
さ
や
う
の
詞
に
や
恥
た
り
け
ん
。
姉
川
」「
に
て
も
命
を
ち塵

芥

ん
か
ひ
よ

り
も
か
ろ
く
し
」「
な
し
、沢
山
籠
城
中
終
に
一
度
も
弱
ミ
の
」（
十
六
表
）「
談

合
に
お
ち
す
、
元ゲ
ン
キ龜

元
年
二
月
澤
山
落ラ
ツ
キ
ヨ居

」「
の
ゝ
ち
も
小
法
士
丸
ハ
河
内
邊

山サ
ン
ヰ
ン陰

な
り
し
」「
に
市
介
な
と
ハ
い
や
し
く
も
小
谷
籠
城
」「
せ
し
と
そ
聞
え
し
。」

「
私
曰
」「
妙
意
い
と
け
な
き
比
、
小
谷
籠
城
の
う
ち
岩
脇
市
介
さ
い
し
」「
見

し
お
も
か
げ
、いセ
イ
六
尺
余ろ白

ノ
あ
か
ひ
げ
な
り
し
が
、の
ち
に
」「
思
ひ
あ
ハ
す
れ
ハ
、
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（
七
）

『妙意もの語』の史料性について

翻
刻

（
一
表
　
表
紙
）「
妙
意
も
の
語
」「
并
　
一
二
斎
書
添
」

（
二
表
）「
岩
脇
性マ
マ

中
系
図
」「
顕
俊
　
孫
二
郎
　
　
近
俊
　
駿
河
守
」

「
道
秀  
筑
前
守
　
近
藤
　
筑
前
守
」「
秀
次
　
筑
前
守
　
　
定
政
　
筑
前
守
」

「
始
　
市
亮
秀
正
ト
い
ふ
」「
中
　
右
京
之
亮
ト
云
」「
又
　
市
之
亮
ト
も
云
」

右
是
ヨ
リ
先
ハ
大
本
系
図
ニ
あ
り

（
三
表
）
今
井
筑
前
守
道
秀
岩
脇
村
へ
う
つ
り
し
事

　
　
　
　
速
水
弾
正
忠
か
小
女
之
事
付
三
十
三
間
堂
奉
加
之
事

　
　
　
　
岩
脇
筑
前
守
秀
次
如
法
之
事
　
行
年
八
十
三
　「
法
名
　
向コ
ウ
カ
ン巌
」

　
　
　
　
同
牢
籠
之
事

　
　
　
　
岩
脇
尺
千
世
元
服
之
事

　
　
　
　
岩
脇
市
亮
双
六
之
事

　
　
　
　
鎌
端
可
落
行
之
事

（
三
裏
）
岩
脇
筑
前
守
定
政
う
ち
死
の
事

　
　
　
　
嫡
子
甚
蔵
之
事

　
　
　
　
次
男
壱
岐
守
之
事

（
四
表
）「
尼ア
マ

妙
為
八ヤ
ソ
チ十
に
及
ふ
冬
の
こ
ろ
、
わ
ら
屋
」「
の
う
ち
に
、
火ヒ
ヲ
ケ桶
を

か
ゝ
へ
な
か
ら
孫
と
も
愛ア
イ

し
」「
て
、に
ち
や
を
の
む
〳
〵
今
に
は
し
め
ぬ
年
」

「
よ
り
の
猶
く
り
事
の
物
か
た
り
後
の
か
た
み
」「
に
か
き
つ
け
侍ハ
ヘ

る
。」

　「
抑ソ
モ
くこ

ゝ
に
今
井
の
道
秀ヒ
デ

と
い
ふ
も
の
あ
り
。」「
江
州
坂
田
郡
太フ
ト
オ尾

の
山
も

り
に
て
侍
り
し
か
、」（
四
裏
）「
世
中
静シ
ツ
カな

る
こ
ろ
は
、麓フ
モ
トの

前ゼ
ン
ジ
ワ
ラ

師
原
と
か
や
」

「
千セ
ン

石
谷
に
住ス
マ
ヰ居

し
ち
ま
た
ふ
つ
そ
う
の
」「
折
節
は
登
城
し
侍
る
。
子シ

細
有

て
彼
山
下
を
」「
は
な
れ
、
隣リ
ン
リ里

岩
脇
村
に
た
ち
よ
り
、
幽カ
ス
カか

な
る
」「
草ソ
ウ
ア
ン庵

を

む
す
ひ
、
か
し
ら
お
ろ
し
て
ああ
り

り
」「
し
か
、
嫡チ
ヤ
ク子

五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
ヂ藤

か
代ヨ

に

里サ
ト

の
長ヲ
サ

」「
藤フ
ジ
ワ
ラ
ト
ヲ
ノ
フ

原
遠
信
と
い
ふ
も
の
ゝ
屋
し
き
へ
う
つ
り
」（
五
表
）「
侍
る
と

そ
聞
え
し
。」「
私
曰
」「
筑
前
守
道
秀
か
も
と
の
女
、少
し
の
ふ
し
を
く
ね
り
、

か
り
に
」「
里
が
へ
り
を
し
に
、
道
秀
か
し
う
と
の
あ
し
を
七
十
貫
預
り
置
し

に
、」「
し
う
と
め
の
は
か
ら
ひ
と
し
て
七
十
人
下
女
を
催
し
、
は
し
た
な
く
」

「
こ
は
せ
け
れ
は
、
い
よ
〳
〵
縁
つ
き
侍
る
と
そ
。
そ
の
あ
し
に
て
」「
ゑ
り

よ
し
原
な
と
ば
ひ
と
く
し
て
、今
に
岩
脇
殿
ゑ
り
な
と
」「
い
ふ
事
あ
り
と
そ
。」

「
一
、
岩
脇
ウ
ト
ク
ノ
時
、
一
國
平
均
徳
政
ノ
コ
ト
ア
リ
テ
、
貸
物
返
し
候
へ

と
て
諸
方
よ
り
」「
門
前
に
市
を
ナ
ス
ニ
、
迷
惑
シ
テ
門
ヲ
タ
テ
ヲ
キ
、
テ
ン

ケ
ン
シ
テ
悉
返
し
け
る
と
」「
な
ん
か
た
り
傳
ふ
。」

（
五
裏
）「
一
、
正
保
元
�
年
卯
月
廿
一
日
、
ふ
と
、
彼
太
尾
に
登
り
見
侍
る
」

「
に
、
嶋
忠
左
な
と
幼
ヲ
サ
ナ
キこ
ろ
、
岩
な
し
取
ニ
あ
か
り
し
こ
ろ
迄
、
城
」「
の
め

く
り
に
ち
い
さ
き
石
か
き
な
と
あ
り
し
よ
し
」「
か
た
ら
れ
し
か
、
今
見
れ
は

な
か
り
け
り
。
そ
こ
に
草
か
る
」「
を
の
こ
に
と
へ
ハ
、
米
原
の
も
の
と
も
ま

ろ
ば
し
お
と
し
、」「
襲ヲ
ソ
ヒ
ス
イ
ト
ウ

水
道
の
石
に
物
し
候
と
そ
こ
た
へ
侍
る
。
う
し
ろ
の
谷

ハ
」「
き
こ
ふ
る
前
師
原
と
見
る
に
、
今
は
千
石
谷
の
奥
と
て
、
す
か
れ
」「
て

田
と
な
り
、
む
か
し
の
か
た
も
な
か
り
し
な
り
。」

「
一
、
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
入
道
筑
前
法
名
法
圓
ハ
、
加
田
越
後
守
歟
し
う

と
也
。」（
六
表
）「
一
、
岩
脇
西
シ
殿
ト
云
ア
リ
。
永
正
年
中
。」

「
一
、
岩
脇
稲
荷
一
社
、
八
幡
一
社
、
如
来
前
ニ
有
。
八
幡
田
」「
ト
云
ナ
リ
。

亦
聖社
ノ
ヒ
シ
リ向

殿
ト
岩
脇
秀
次
ト
セ
ン
サ
ク
ノ
�ト
キ

、」「
天
文
四
年
ニ
向
藤
六
秀
信
書

状
有
。
其
時
ノ
ア
ツ
カ
ヒ
ニ
ハ
、」「
今
井
藤
八
、
村
岡
弥
三
郎
也
。
此
村
岡
ハ
、

カ
ウ
ド
ヒ
ナ
デ
ノ
カ
ン
」「
ヌ
シ
也
。」「
一
、
岩
脇
観
音
ノ
コ
ト
井
戸
村
ビ
ン

ゴ
書
物
ニ
岩
脇
ノ
観
音
佛
」（
六
裏
）「
餉
米
ノ
コ
ト
ア
リ
。
文
明
五
年
ノ
書
物
也
。

此
観
音
紛
失
故
、
近
藤
」「
壱
岐
、
越
前
ニ
居
住
ノ
時
分
、
石
ニ
テ
ツ
ク
リ
申
也
。

近
比
丸
山
ヨ
リ
」「
木
佛
ホ
リ
出
シ
、當
所
方
ウ
ラ
ノ
本
堂
ニ
コ
シ
ラ
ヘ
タ
ル
佛
」

「
一
定
コ
ノ
観
音
乱
世
ニ
ウ
ツ
シ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」「
一
、
明
應
年
中
ニ
岩
脇
北

林
郷
四
郎
高
秀
ト
云
ア
リ
。
只
、
北
林
高
秀
ト
モ
ア
リ
。」

（
七
表
）
速
水
霜
臺
か
小
女
の
事
　「
霜
臺
ト
ハ
弾
正
ノ
」「
カ
ラ
ナ
也
。」「
近
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（
六
）

名古屋女子大学紀要　第56号（人文・社会）

年
か
ら
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
一
、
正
保
元
年
甲
申
年
卯
月
廿
一
日
、
ふ
と
彼か
の

太
尾
に
登
り
（
五
裏
）

　
　
天
文
七
よ
り
正
保
三
迄
凡
百
八
年
也
（
十
三
表
）

　
一
二
斎
は
、
こ
の
頃
三
十
五
か
ら
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
妙
意
は
七
十
八
歳

か
ら
八
十
歳
前
後
で
あ
る
。
妙
意
は
永
禄
十（
一
五
六
七
）年
生
ま
れ
で
あ
り
、

『
妙
意
も
の
語
』
の
冒
頭
で
妙
意
八
十
歳
の
頃
と
し
て
い
る
の
と
、
歳
の
数
が

符
合
す
る
。
さ
ら
に
、
次
の
記
述
か
ら
も
制
作
年
次
を
想
定
で
き
る
。

　
　
元
龜
三
閏
正
月
十
八
日 
浅
井
備
前
守
長
政 

今
井
殿
御
宿
所
　
正
保
三
迄

凡
七
拾
五
年
也
（
二
十
一
表
）

　
こ
の
書
状
が
送
ら
れ
た
年
で
あ
る
元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
か
ら
正
保
三

（
一
六
四
六
）
年
ま
で
七
十
五
年
間
経
過
し
て
い
る
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の
正

保
三
年
が
こ
の
も
の
語
の
年
代
の
下
限
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、「
妙
意
物

か
た
り
」
と
し
て
岩
脇
古
屋
敷
や
岩
脇
被
官
の
こ
と
を
言
及
す
る
所
で
次
の
文

が
あ
る
。

　
　
一
、
古
や
し
き
事
五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
シ藤

山
屋
敷
ば
ひ
と
く
也
。
中
屋
孫
藤
ニ

遠
信
ウ
リ
ケ
ン
状
ニ
曰
、
南
は
向
方
山
ノ
嶺
ヲ
限
、
北
ハ
次
郎
兵
衛
正
俊
や
し

き
か
き
り
、
東
ハ
向
方
山
屋
敷
、
西
は
西
方
の
山
や
し
き
限
、
大
道
も
中
屋
方

屋
敷
ノ
内
也
。
但
西
方
殿
ト
ハ
道
秀
字
名
な
り
。
右
永
正
弐
年
也
。
寛
永
廿
一

年
迄
纔
百
四
十
年
也
。（
二
十
九
裏
）

　
つ
ま
り
古
屋
敷
の
中
屋
孫
藤
ニ
遠
信
の
売
券
状
は
永
正
二
（
一
五
〇
五
）
年

の
も
の
で
、
寛
永
二
十
一
年
・
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
ま
で
お
よ
そ
百
四
十

年
を
経
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
筆
録
が
寛
永
二
十
一
年
以
後
に
成
立
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
次
に
掲
げ
た
よ
う
に
本
文
十
三
帖
表
の
永
原
新
六
か
ら

妙
観
院
に
宛
て
た
書
状
に
あ
る
記
載
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
　
天
文
七
よ
り
正
保
三
迄
凡
百
八
年
也
（
十
三
表
）

　
以
上
の
よ
う
に
本
文
記
載
の
年
号
は
下
限
が
正
保
三（
一
六
四
六
）年
で
あ
っ

て
、
そ
の
年
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
正
保
三
年
頃
に
、
一
区
ａ

の
添
え
書
き
と
一
区
ｂ
の
制
作
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

註
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１ 

『
近
江
町
史
』（
近
江
町
役
場
、
平
成
元
年
十
一
月
）、
二
二
九
〜
二
三
四
頁
。

２ 

百
々
保
氏
蔵
。
な
お
翻
刻
は
小
和
田
哲
男『
近
江
浅
井
氏
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
七
三
年
）、滋
賀
県
教
育
委
員
会
『
滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
７
』（
伊

香
郡
・
東
浅
井
郡
の
城
）
平
成
二
年
三
月
、
百
頁
〜
百
三
十
九
頁
に
あ
る
。

３ 

滋
賀
県
坂
田
郡
役
所
、
一
九
一
三
年
、
第
十
一
編
、
人
物
志
、
第
四
節
、
學

者
文
人
、
三
二
九
〜
三
三
〇
頁
。

４ 

片
桐
洋
一
編
『
中
世
古
今
和
歌
集
釈
書
解
題
』
五
（
赤
尾
照
文
堂
、
昭
和

六
十
一
年
一
月
）、
四
八
五
頁
。

岩
脇
家
系
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
田
越
後
守
　
　
た
め
　
　
妙加
田
の
孫
姫意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
備
後
守
　
　
母
　
　
　
　
お
す
て

顕孫
二
郎俊 

近駿
河
守俊 

道筑
前
守秀

　
五
郎
兵岩

脇

筑

前

守

衛
尉
近
藤
　
四
郎
兵岩

脇

筑

前

守

衛
尉
秀
次 

市岩
脇
筑
前
守

介
秀
正 

甚
蔵
三
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や
（
元
乳
母
）　 

　
太
郎
介
一
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

を庄
左
右
衛
門
室

と
の
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
若
狭
入
道
　
娘市
介
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
左
衛
門
　
庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
次
妹
（
加
田
修
理
進
室
）

　
　
　
　
　
　
　
速
水
弾
正
　
娘近
藤
室　

　
　
　
　
　
加
田
修
理
進

田
中
家
　
長
岡
田
中
惣
領
三
郎
　
○
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娘
（
秀
次
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
叔
父
新
助

（
七
）

『妙意もの語』の史料性について

翻
刻

（
一
表
　
表
紙
）「
妙
意
も
の
語
」「
并
　
一
二
斎
書
添
」

（
二
表
）「
岩
脇
性マ
マ

中
系
図
」「
顕
俊
　
孫
二
郎
　
　
近
俊
　
駿
河
守
」

「
道
秀  

筑
前
守
　
近
藤
　
筑
前
守
」「
秀
次
　
筑
前
守
　
　
定
政
　
筑
前
守
」

「
始
　
市
亮
秀
正
ト
い
ふ
」「
中
　
右
京
之
亮
ト
云
」「
又
　
市
之
亮
ト
も
云
」

右
是
ヨ
リ
先
ハ
大
本
系
図
ニ
あ
り

（
三
表
）
今
井
筑
前
守
道
秀
岩
脇
村
へ
う
つ
り
し
事

　
　
　
　
速
水
弾
正
忠
か
小
女
之
事
付
三
十
三
間
堂
奉
加
之
事

　
　
　
　
岩
脇
筑
前
守
秀
次
如
法
之
事
　
行
年
八
十
三
　「
法
名
　
向コ
ウ
カ
ン巌
」

　
　
　
　
同
牢
籠
之
事

　
　
　
　
岩
脇
尺
千
世
元
服
之
事

　
　
　
　
岩
脇
市
亮
双
六
之
事

　
　
　
　
鎌
端
可
落
行
之
事

（
三
裏
）
岩
脇
筑
前
守
定
政
う
ち
死
の
事

　
　
　
　
嫡
子
甚
蔵
之
事

　
　
　
　
次
男
壱
岐
守
之
事

（
四
表
）「
尼ア
マ

妙
為
八ヤ
ソ
チ十
に
及
ふ
冬
の
こ
ろ
、
わ
ら
屋
」「
の
う
ち
に
、
火ヒ
ヲ
ケ桶
を

か
ゝ
へ
な
か
ら
孫
と
も
愛ア
イ

し
」「
て
、に
ち
や
を
の
む
〳
〵
今
に
は
し
め
ぬ
年
」

「
よ
り
の
猶
く
り
事
の
物
か
た
り
後
の
か
た
み
」「
に
か
き
つ
け
侍ハ
ヘ

る
。」

　「
抑ソ
モ
くこ

ゝ
に
今
井
の
道
秀ヒ
デ

と
い
ふ
も
の
あ
り
。」「
江
州
坂
田
郡
太フ
ト
オ尾

の
山
も

り
に
て
侍
り
し
か
、」（
四
裏
）「
世
中
静シ
ツ
カな

る
こ
ろ
は
、麓フ
モ
トの

前ゼ
ン
ジ
ワ
ラ

師
原
と
か
や
」

「
千セ
ン

石
谷
に
住ス
マ
ヰ居

し
ち
ま
た
ふ
つ
そ
う
の
」「
折
節
は
登
城
し
侍
る
。
子シ

細
有

て
彼
山
下
を
」「
は
な
れ
、
隣リ
ン
リ里

岩
脇
村
に
た
ち
よ
り
、
幽カ
ス
カか

な
る
」「
草ソ
ウ
ア
ン庵

を

む
す
ひ
、
か
し
ら
お
ろ
し
て
ああ
り

り
」「
し
か
、
嫡チ
ヤ
ク子

五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
ヂ藤

か
代ヨ

に

里サ
ト

の
長ヲ
サ

」「
藤フ
ジ
ワ
ラ
ト
ヲ
ノ
フ

原
遠
信
と
い
ふ
も
の
ゝ
屋
し
き
へ
う
つ
り
」（
五
表
）「
侍
る
と

そ
聞
え
し
。」「
私
曰
」「
筑
前
守
道
秀
か
も
と
の
女
、少
し
の
ふ
し
を
く
ね
り
、

か
り
に
」「
里
が
へ
り
を
し
に
、
道
秀
か
し
う
と
の
あ
し
を
七
十
貫
預
り
置
し

に
、」「
し
う
と
め
の
は
か
ら
ひ
と
し
て
七
十
人
下
女
を
催
し
、
は
し
た
な
く
」

「
こ
は
せ
け
れ
は
、
い
よ
〳
〵
縁
つ
き
侍
る
と
そ
。
そ
の
あ
し
に
て
」「
ゑ
り

よ
し
原
な
と
ば
ひ
と
く
し
て
、今
に
岩
脇
殿
ゑ
り
な
と
」「
い
ふ
事
あ
り
と
そ
。」

「
一
、
岩
脇
ウ
ト
ク
ノ
時
、
一
國
平
均
徳
政
ノ
コ
ト
ア
リ
テ
、
貸
物
返
し
候
へ

と
て
諸
方
よ
り
」「
門
前
に
市
を
ナ
ス
ニ
、
迷
惑
シ
テ
門
ヲ
タ
テ
ヲ
キ
、
テ
ン

ケ
ン
シ
テ
悉
返
し
け
る
と
」「
な
ん
か
た
り
傳
ふ
。」

（
五
裏
）「
一
、
正
保
元
�
年
卯
月
廿
一
日
、
ふ
と
、
彼
太
尾
に
登
り
見
侍
る
」

「
に
、
嶋
忠
左
な
と
幼
ヲ
サ
ナ
キこ
ろ
、
岩
な
し
取
ニ
あ
か
り
し
こ
ろ
迄
、
城
」「
の
め

く
り
に
ち
い
さ
き
石
か
き
な
と
あ
り
し
よ
し
」「
か
た
ら
れ
し
か
、
今
見
れ
は

な
か
り
け
り
。
そ
こ
に
草
か
る
」「
を
の
こ
に
と
へ
ハ
、
米
原
の
も
の
と
も
ま

ろ
ば
し
お
と
し
、」「
襲ヲ
ソ
ヒ
ス
イ
ト
ウ

水
道
の
石
に
物
し
候
と
そ
こ
た
へ
侍
る
。
う
し
ろ
の
谷

ハ
」「
き
こ
ふ
る
前
師
原
と
見
る
に
、
今
は
千
石
谷
の
奥
と
て
、
す
か
れ
」「
て

田
と
な
り
、
む
か
し
の
か
た
も
な
か
り
し
な
り
。」

「
一
、
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
入
道
筑
前
法
名
法
圓
ハ
、
加
田
越
後
守
歟
し
う

と
也
。」（
六
表
）「
一
、
岩
脇
西
シ
殿
ト
云
ア
リ
。
永
正
年
中
。」

「
一
、
岩
脇
稲
荷
一
社
、
八
幡
一
社
、
如
来
前
ニ
有
。
八
幡
田
」「
ト
云
ナ
リ
。

亦
聖社
ノ
ヒ
シ
リ向

殿
ト
岩
脇
秀
次
ト
セ
ン
サ
ク
ノ
�ト
キ

、」「
天
文
四
年
ニ
向
藤
六
秀
信
書

状
有
。
其
時
ノ
ア
ツ
カ
ヒ
ニ
ハ
、」「
今
井
藤
八
、
村
岡
弥
三
郎
也
。
此
村
岡
ハ
、

カ
ウ
ド
ヒ
ナ
デ
ノ
カ
ン
」「
ヌ
シ
也
。」「
一
、
岩
脇
観
音
ノ
コ
ト
井
戸
村
ビ
ン

ゴ
書
物
ニ
岩
脇
ノ
観
音
佛
」（
六
裏
）「
餉
米
ノ
コ
ト
ア
リ
。
文
明
五
年
ノ
書
物
也
。

此
観
音
紛
失
故
、
近
藤
」「
壱
岐
、
越
前
ニ
居
住
ノ
時
分
、
石
ニ
テ
ツ
ク
リ
申
也
。

近
比
丸
山
ヨ
リ
」「
木
佛
ホ
リ
出
シ
、當
所
方
ウ
ラ
ノ
本
堂
ニ
コ
シ
ラ
ヘ
タ
ル
佛
」

「
一
定
コ
ノ
観
音
乱
世
ニ
ウ
ツ
シ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」「
一
、
明
應
年
中
ニ
岩
脇
北

林
郷
四
郎
高
秀
ト
云
ア
リ
。
只
、
北
林
高
秀
ト
モ
ア
リ
。」

（
七
表
）
速
水
霜
臺
か
小
女
の
事
　「
霜
臺
ト
ハ
弾
正
ノ
」「
カ
ラ
ナ
也
。」「
近
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（
五
）

『妙意もの語』の史料性について

ば
で
常
々
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
物
語
が
同
時
代
の
話
で
あ
る
根
拠
の
一
つ

は
、例
え
ば
舅
で
あ
る
市
介
定
政「
岩
脇
市
介
双
六
之
事
」、「
鎌
端
落
行
之
事
」、

「
岩
脇
筑
前
守
定
政
討
死
之
事
」
な
ど
が
妙
意
が
直
接
見
聞
し
た
事
柄
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
。

私
曰
　
妙
意
い
と
け
な
き
比
、
小
谷
籠
城
の
う
ち
岩
脇
市
介
さ
い
し
見
し

お
も
か
げ
、
い
ろ
白
ノ
あ
か
ひ
げ
な
り
し
が
、
後
に
思
ひ
あ
ハ
す
れ
ハ
、

彼
嫡
子
甚
蔵
よ
く
似
た
り
し
と
覚
へ
侍
る
と
そ
（
十
六
表
）

甚
蔵
誕
生
迄
、
祖
父
筑
前
秀
次
存
生
ニ
テ
悦
被
申
候
由
、
加
田
ヲ
バ
之
語

被
申
候
（
十
四
裏
）

一
、五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
シ藤

妻
女
は
や
ミ
弾
正
息
女
ノ
事
死
去
之
年
月
末
勘
但

加
田
越
後
守
ム
ス
メ
、今
ノ
妙
意
母
た
め
ニ
彼
五
郎
兵
衛
尉
ハ
祖
父
ナ
リ
。

さ
れ
ば
近
藤
ノ
室
物
か
た
り
な
と
た
し
か
に
覚
候
由
被
申
然
ハ
、
越
州
ム

ス
メ
天
文
元
年
ニ
生
レ
申
間
、
十
四
、五
に
し
て
今
よ
り
百
年
以
前
迄
存

生
と
見
へ
た
り
。
近
藤
ガ
室
加
田
ノ
孫
ヒ
メ
ニ
語
り
被
申
候
近
藤
聟
入
候

時
四
郎
兵
衛
尉
秀
次
弐
才
也
（
三
十
表
）　
　

　
こ
の
よ
う
に
「
今
井
筑
前
守
道
秀
岩
脇
村
へ
移
り
し
事
」
か
ら
「
岩
脇
尺
千

代
元
服
之
事
」
に
関
す
る
記
述
ま
で
は
、
母
た
め
（
天
文
元
（
一
五
三
二
）
年

生
）
が
語
り
伝
え
て
い
た
も
の
を
、
妙
意
が
孫
た
ち
に
語
り
伝
え
た
も
の
だ
ろ

う
。
妙
意
の
母
た
め
は
加
田
の
出
で
あ
り
、
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
の
子

で
あ
っ
た
。
妙
意
が
岩
脇
家
の
歴
史
を
母
の
た
め
か
ら
聞
く
こ
と
は
、
母
が
岩

脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
で
あ
る
た
め
、
あ
り
得
る
。
妙
意
自
身
も
夫
甚
蔵
か

ら
色
々
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
加
え
て
『
妙
意
も
の
語
』
の
「
速
水
弾
正
忠
が

小
女
之
事
」
な
ど
に
あ
る
次
の
文
か
ら
、
当
時
の
地
侍
・
土
豪
ク
ラ
ス
の
息
女

は
、
手
習
い
な
ど
を
よ
く
し
た
才
女
で
あ
り
、
記
憶
と
い
っ
た
知
識
自
体
が
当

時
の
女
性
に
求
め
ら
れ
た
教
養
で
は
な
い
か
。

　
　
ミ
つ
か
ら
が
な
か
ら
ん
ほ
と
は
、
こ
と
こ
ゝ
ろ
な
く
ひ
た
す
ら
て
な
ら
い

よ
く
し
て
（
七
表
）

　
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
、『
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
』４
の
和
歌
を
暗
記
し
て
い
る
。
和
歌
を
た
し

な
む
教
養
の
高
さ
が
あ
っ
た
。

　
　
君
か
代
の
ひ
さ
し
か
る
へ
き
た
め
し
よ
は
か
ね
て
そ
う
へ
し
住
よ
し
の
松

　
二
、話
の
内
容
が
祖
母
の
時
代
に
記
憶
し
た
話
の
よ
う
で
あ
る
。（
三
十
表
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
や
母
た
め
も
ま
た
、
妙
意
に

多
く
の
こ
と
を
語
り
聞
か
せ
る
だ
け
の
見
聞
と
器
量
を
兼
ね
備
え
て
い
た
。
先

に
史
料
を
一
区
と
し
て
区
分
し
た
妙
意
の
語
り
部
分
に
つ
い
て
も
、前
半
の「
今

井
筑
前
守
岩
脇
村
へ
う
つ
り
し
事
」
か
ら
「
岩
脇
尺
千
代
元
服
之
事
」
ま
で
の

部
分
と
、
そ
れ
以
後
の
三
つ
の
話
題
・
章
と
は
お
の
ず
と
区
分
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、特
に
後
者
に
お
い
て
は
、妙
意
が
直
接
見
聞
し
た
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
時
代
史
料
と
し
て
の
価
値
は
高
い
。
ま
た
、
一
区
の
前
半
は
岩
脇
五
郎
兵
衛

尉
近
藤
の
娘
に
よ
る
記
憶
が
主
に
「
た
め
」
を
通
じ
て
妙
意
に
伝
え
ら
れ
た
。

た
め
は
一
五
一
〇
年
代
の
誕
生
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
見
聞
が

妙
意
に
伝
え
ら
れ
た
（
三
十
表
）。

　
一
二
斎
が
書
き
加
え
た
後
半
の
二
区
「
嫡
子
甚
蔵
之
事
」
以
下
の
文
面
は
確

固
と
し
た
記
録
性
を
帯
び
た
文
体
で
、一
二
斎
の
個
人
的
な
関
心
か
ら
の
記
憶
、

備
忘
録
的
性
格
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
斎
は
一
六
〇
九
年
に
誕
生
し
、

一
六
八
二
年
に
七
十
三
歳
で
死
亡
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
同
時
代
に
生
き
た
人

物
が
書
い
た
記
録
で
あ
り
、
天
野
川
流
域
の
戦
国
期
の
終
焉
そ
し
て
近
世
の
幕

開
け
を
物
語
る
重
要
な
史
料
性
を
持
つ
同
時
代
史
料
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
　む
す
び
　「妙
意
も
の
語
」
の
制
作
年
代

　
こ
こ
で
問
題
を
制
作
年
代
に
絞
っ
て
『
妙
意
も
の
語
』
の
本
文
の
中
か
ら
制

作
年
代
を
検
討
す
る
。
ま
ず
次
の
文
面
か
ら
そ
の
着
手
が
正
保
元（
一
六
四
四
）
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（
四
）
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と
し
て
、
ま
た
当
該
地
域
の
識
者
、
文
人
と
し
て
関
わ
っ
た
も
の
と
想
定
し
た

い
。『
妙
意
も
の
語
』
の
筆
録
の
契
機
は
、『
嶋
記
録
』
筆
録
の
動
機
と
不
可
分

に
あ
り
、
か
つ
同
時
に
進
行
し
て
い
る
。『
嶋
記
録
』
の
本
文
中
に
一
二
斎
に

つ
い
て
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　
一
、
此
の
連
署
は
岩
脇
一
二
斎
ニ
在
之
（
二
十
六
裏
）

　
　
二
、
此
状
矢
文
也
岩
脇
一
二
斎
ニ
在
之
（
三
十
五
裏
）

　
　
三
、
此
状
岩
脇
一
二
斎
ニ
在
之
（
四
十
八
表
）

　
そ
し
て
問
題
は
、一
と
三
の
文
面
で
あ
る
。
一
に
み
え
る「
此
の
連
署
」と
は
、

磯
野
丹
波
守
員
昌
か
ら
今
井
の
一
族
に
宛
て
た
書
付
で
あ
る
。
宛
名
の
今
井
一

族
と
は
、
今
井
中
西
、
今
井
籐
九
郎
、
岩
脇
一
介
、
嶋
若
狭
入
道
、
同
四
郎
左

衛
門
と
な
っ
て
お
り
、
幼
い
今
井
氏
当
主
を
支
え
た
地
侍
一
族
で
あ
る
。
ま
た

四
は
、
備
前
守
長
政
か
ら
の
書
状
で
、
そ
の
宛
先
は
「
嶋
若
入
」
こ
と
嶋
若
狭

守
入
道
と
「
嶋
四
左
」
こ
と
嶋
四
郎
左
衛
門
で
あ
る
。「
嶋
記
録
」
の
作
成
に

際
し
、
一
二
斎
の
所
持
す
る
書
状
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
点
は
、
一
二
斎
が
な
ぜ
岩
脇
家
に
伝
わ
る
書
状
を
所
持
し
て
い
た

か
で
あ
る
。
最
も
可
能
性
の
高
い
要
素
は
一
二
斎
が
岩
脇
家
の
当
主
で
あ
っ
た

場
合
だ
ろ
う
。
ま
た
、
書
状
二
は
嶋
家
に
伝
わ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
一
二
斎
が
所
持
し
て
お
り
、『
嶋
記
録
』
作
成
に
際
し
て
作
成
者
、
お
そ
ら

く
嶋
家
の
当
主
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が
自
分
の
家
の
文
書
を
一
二
斎
に
求
め
て
拝

覧
し
て
い
る
構
図
は
不
自
然
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
想
定
で
き
る
こ
と
は
、
一
二
斎
が
嶋
家
の
書
状
を
以
前
に
入
手
出

来
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
の
文
か
ら
嶋
家

の
娘
鍋
が
一
二
斎
の
正
室
で
あ
り
、
姻
戚
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、一
二
斎
が
岩
脇
家
や
嶋
家
な
ど
今
井
一
族
に
関
す
る
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、

早
く
か
ら
関
連
文
献
、
書
状
な
ど
を
意
識
的
に
求
め
、
収
集
し
て
い
た
。『
嶋

記
録
』
の
筆
録
者
が
一
二
斎
を
引
合
い
に
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
今
井

一
族
の
歴
史
に
精
通
し
、
彼
の
意
見
を
求
め
て
こ
の
記
録
が
成
立
し
た
可
能
性

が
高
い
。
文
書
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
や
扱
わ
れ
て
い
た
経
緯
が
、『
妙
意
も

の
語
』
を
書
い
た
基
底
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

四
　語
り
手
妙
意

　
で
は
次
に
、
語
り
手
で
あ
っ
た
妙
意
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
妙
意
は
永
禄
十
（
一
五
六
七
）
年
に
母
の
親
元
で
あ
る
加
田
越
後
守

（
加
田
修
理
進
）
の
屋
敷
で
産
声
を
上
げ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
妙
意
の

母
は
た
め
と
呼
ば
れ
る
越
後
守
の
娘
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
妙
意
の
母
方
の
祖

母
は
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
『
妙
意
も
の

語
』
の
三
十
帖
表
に
記
載
さ
れ
た
次
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
。

加
田
越
後
守
ム
ス
メ
、
今
ノ
妙
意
母
た
め
ニ
彼
五
郎
兵
衛
尉
ハ
祖
父
ナ
リ

（
三
十
表
）

　
同
じ
く
『
妙
意
も
の
語
』
の
二
十
九
帖
表
及
び
二
十
二
帖
裏
に
記
載
さ
れ
た

次
の
二
つ
の
文
か
ら
、
妙
意
が
十
二
歳
の
時
、
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
に
、

岩
脇
甚
蔵
の
も
と
へ
嫁
い
で
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
一
、
妙
意
十
二
才
ニ
而
岩
脇
へ
参
る
（
二
十
九
表
）

　
　
十
二
ニ
テ
岩
脇
参
り
申
由
、
其
時
甚
蔵
十
九
也
（
二
十
二
裏
）

　
そ
の
時
、
甚
蔵
は
十
九
歳
で
あ
る
。
永
禄
三
（
一
五
六
〇
）
年
に
生
ま
れ
た

岩
脇
家
の
当
主
で
あ
り
、先
の
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
か
ら
三
代
後
に
あ
た
る
。

そ
し
て
、『
妙
意
も
の
語
』
の
中
盤
の
話
の
中
心
と
な
る
定
政
は
甚
蔵
の
父
で
、

妙
意
の
義
父
で
あ
る
。
そ
し
て
、
妙
意
と
甚
蔵
の
間
に
は
お
す
て
と
い
う
娘
が

い
た
。
以
上
の
よ
う
な
妙
意
の
来
歴
か
ら
、
中
近
世
移
行
期
に
生
き
た
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
妙
意
は
『
妙
意
も
の
語
』
の
書
き
出
し
の
時
、
八
十

歳
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
頃
に
健
在
で
、
祖
母
が
し
て
い
た
よ
う
に
昔
日

の
思
い
出
を
孫
た
ち
に
聞
か
せ
て
い
た
。
一
二
斎
も
そ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
、
そ

（
五
）

『妙意もの語』の史料性について

ば
で
常
々
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
物
語
が
同
時
代
の
話
で
あ
る
根
拠
の
一
つ

は
、例
え
ば
舅
で
あ
る
市
介
定
政「
岩
脇
市
介
双
六
之
事
」、「
鎌
端
落
行
之
事
」、

「
岩
脇
筑
前
守
定
政
討
死
之
事
」
な
ど
が
妙
意
が
直
接
見
聞
し
た
事
柄
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
。

私
曰
　
妙
意
い
と
け
な
き
比
、
小
谷
籠
城
の
う
ち
岩
脇
市
介
さ
い
し
見
し

お
も
か
げ
、
い
ろ
白
ノ
あ
か
ひ
げ
な
り
し
が
、
後
に
思
ひ
あ
ハ
す
れ
ハ
、

彼
嫡
子
甚
蔵
よ
く
似
た
り
し
と
覚
へ
侍
る
と
そ
（
十
六
表
）

甚
蔵
誕
生
迄
、
祖
父
筑
前
秀
次
存
生
ニ
テ
悦
被
申
候
由
、
加
田
ヲ
バ
之
語

被
申
候
（
十
四
裏
）

一
、五
郎
兵
衛
尉
近チ
カ
フ
シ藤

妻
女
は
や
ミ
弾
正
息
女
ノ
事
死
去
之
年
月
末
勘
但

加
田
越
後
守
ム
ス
メ
、今
ノ
妙
意
母
た
め
ニ
彼
五
郎
兵
衛
尉
ハ
祖
父
ナ
リ
。

さ
れ
ば
近
藤
ノ
室
物
か
た
り
な
と
た
し
か
に
覚
候
由
被
申
然
ハ
、
越
州
ム

ス
メ
天
文
元
年
ニ
生
レ
申
間
、
十
四
、五
に
し
て
今
よ
り
百
年
以
前
迄
存

生
と
見
へ
た
り
。
近
藤
ガ
室
加
田
ノ
孫
ヒ
メ
ニ
語
り
被
申
候
近
藤
聟
入
候

時
四
郎
兵
衛
尉
秀
次
弐
才
也
（
三
十
表
）　
　

　
こ
の
よ
う
に
「
今
井
筑
前
守
道
秀
岩
脇
村
へ
移
り
し
事
」
か
ら
「
岩
脇
尺
千

代
元
服
之
事
」
に
関
す
る
記
述
ま
で
は
、
母
た
め
（
天
文
元
（
一
五
三
二
）
年

生
）
が
語
り
伝
え
て
い
た
も
の
を
、
妙
意
が
孫
た
ち
に
語
り
伝
え
た
も
の
だ
ろ

う
。
妙
意
の
母
た
め
は
加
田
の
出
で
あ
り
、
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
の
子

で
あ
っ
た
。
妙
意
が
岩
脇
家
の
歴
史
を
母
の
た
め
か
ら
聞
く
こ
と
は
、
母
が
岩

脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
で
あ
る
た
め
、
あ
り
得
る
。
妙
意
自
身
も
夫
甚
蔵
か

ら
色
々
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
加
え
て
『
妙
意
も
の
語
』
の
「
速
水
弾
正
忠
が

小
女
之
事
」
な
ど
に
あ
る
次
の
文
か
ら
、
当
時
の
地
侍
・
土
豪
ク
ラ
ス
の
息
女

は
、
手
習
い
な
ど
を
よ
く
し
た
才
女
で
あ
り
、
記
憶
と
い
っ
た
知
識
自
体
が
当

時
の
女
性
に
求
め
ら
れ
た
教
養
で
は
な
い
か
。

　
　
ミ
つ
か
ら
が
な
か
ら
ん
ほ
と
は
、
こ
と
こ
ゝ
ろ
な
く
ひ
た
す
ら
て
な
ら
い

よ
く
し
て
（
七
表
）

　
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
、『
古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝
』４
の
和
歌
を
暗
記
し
て
い
る
。
和
歌
を
た
し

な
む
教
養
の
高
さ
が
あ
っ
た
。

　
　
君
か
代
の
ひ
さ
し
か
る
へ
き
た
め
し
よ
は
か
ね
て
そ
う
へ
し
住
よ
し
の
松

　
二
、話
の
内
容
が
祖
母
の
時
代
に
記
憶
し
た
話
の
よ
う
で
あ
る
。（
三
十
表
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
岩
脇
五
郎
兵
衛
尉
近
藤
の
娘
や
母
た
め
も
ま
た
、
妙
意
に

多
く
の
こ
と
を
語
り
聞
か
せ
る
だ
け
の
見
聞
と
器
量
を
兼
ね
備
え
て
い
た
。
先

に
史
料
を
一
区
と
し
て
区
分
し
た
妙
意
の
語
り
部
分
に
つ
い
て
も
、前
半
の「
今

井
筑
前
守
岩
脇
村
へ
う
つ
り
し
事
」
か
ら
「
岩
脇
尺
千
代
元
服
之
事
」
ま
で
の

部
分
と
、
そ
れ
以
後
の
三
つ
の
話
題
・
章
と
は
お
の
ず
と
区
分
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、特
に
後
者
に
お
い
て
は
、妙
意
が
直
接
見
聞
し
た
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
時
代
史
料
と
し
て
の
価
値
は
高
い
。
ま
た
、
一
区
の
前
半
は
岩
脇
五
郎
兵
衛

尉
近
藤
の
娘
に
よ
る
記
憶
が
主
に
「
た
め
」
を
通
じ
て
妙
意
に
伝
え
ら
れ
た
。

た
め
は
一
五
一
〇
年
代
の
誕
生
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
見
聞
が

妙
意
に
伝
え
ら
れ
た
（
三
十
表
）。

　
一
二
斎
が
書
き
加
え
た
後
半
の
二
区
「
嫡
子
甚
蔵
之
事
」
以
下
の
文
面
は
確

固
と
し
た
記
録
性
を
帯
び
た
文
体
で
、一
二
斎
の
個
人
的
な
関
心
か
ら
の
記
憶
、

備
忘
録
的
性
格
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
斎
は
一
六
〇
九
年
に
誕
生
し
、

一
六
八
二
年
に
七
十
三
歳
で
死
亡
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
同
時
代
に
生
き
た
人

物
が
書
い
た
記
録
で
あ
り
、
天
野
川
流
域
の
戦
国
期
の
終
焉
そ
し
て
近
世
の
幕

開
け
を
物
語
る
重
要
な
史
料
性
を
持
つ
同
時
代
史
料
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
　む
す
び
　「妙
意
も
の
語
」
の
制
作
年
代

　
こ
こ
で
問
題
を
制
作
年
代
に
絞
っ
て
『
妙
意
も
の
語
』
の
本
文
の
中
か
ら
制

作
年
代
を
検
討
す
る
。
ま
ず
次
の
文
面
か
ら
そ
の
着
手
が
正
保
元（
一
六
四
四
）
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『妙意もの語』の史料性について

は
五
帖
裏
の
次
の
文
面
か
ら
、
岩
脇
九
兵
衛
が
後
に
一
二
斎
と
雅
号
を
有
し
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
九
兵
衛
が
正
秀
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　
二
、
女
子
鍋
、
岩
脇
九
兵
衛
尉
正
秀
室･･･

九
兵
衛
後
に
号
二
一
二
斎
一
、

　『
嶋
記
録
』が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、一
二
斎
は
岩
脇
家
の
人
物
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
甚
蔵
や
妙
意
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
岩
脇
家
の
当
主
か
否
か

わ
か
ら
な
い
が
、
九
兵
衛
岩
脇
正
秀
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
筆
録
の
契
機
を
考

え
る
上
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
。
一
二
斎
は
『
坂
田
郡
志
』
第
四
巻
「
岩
脇

正
秀
」
３
に
よ
る
と
、
幼
名
は
宗
千
代
丸
、
後
に
九
兵
衛
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
も
し
そ
う
な
ら
こ
の
幼
名
宗
千
代
丸
が
岩
脇
家
直
系
の
甚

蔵
と
同
じ
幼
名（
甚
蔵
の
幼
名
が
宗
千
代
丸
で
あ
っ
た
こ
と
は『
妙
意
も
の
語
』

二
十
二
帖
裏
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
、
甚
蔵
が
九
兵
衛
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
妙

意
も
の
語
』
か
ら
は
「
甚
蔵
後
三
太
夫
」
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
明
ら
か
で
は

な
い
。）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
一
二
斎
も
ま
た
直
系
の
当
主
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
明
治
三
年
版
籍
奉
還
当
時
に
お
け
る
彦
根

藩
所
蔵
の
文
書（
彦
根
市
立
図
書
館
資
料
）に
よ
る
と
、慶
長
十
九
年（
一
六
一
四

年
）
よ
り
、
初
代
九
兵
衛
、
二
代
九
兵
衛
、
三
代
平
七
、四
代
六
郎
左
衛
門
、

五
代
九
兵
衛
、
六
代
九
兵
衛
、
七
代
九
兵
衛
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
一
部
例
外

は
あ
る
が
、
当
主
は
九
兵
衛
と
名
乗
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
書
き
添
え
た
一
二
斎
が
妙
意
と
親
子
も
し
く
は
親

戚
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
一
二
斎
が
岩
脇
姓
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に

こ
の
『
も
の
語
』
の
性
格
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
際
し
て
、
重
要
な
事
柄
で
あ

る
。親
子
関
係
で
あ
れ
ば
一
二
斎
は
妙
意
の
聞
き
手
と
な
り
、親
類
縁
者
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
子
ど
も
と
変
わ
ら
な
い
環
境
で
妙
意
の
語
り
を
聞
き
入
っ
た
だ

ろ
う
。
し
か
も
、
妙
意
が
八
十
歳
の
時
、
一
二
斎
は
三
十
八
歳
で
妙
意
の
語
り

を
記
憶
し
た
り
、
筆
録
し
た
り
す
る
の
に
十
分
な
年
齢
に
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
二
斎
は
実
在
の
人
物
で
あ
り
、
か
つ
筆
録
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
年
齢
に
達
し
て
お
り
、岩
脇
家
の
歴
史
に
十
分
な
関
心
を
有
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
『
も
の
語
』
が
出
来
上
が
る
環
境
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
、人
物
一
二
斎
を
知
る
手
立
て
は
『
妙
意
も
の
語
』
の
分
析
に
加
え
て
、

同
時
代
、
同
一
地
域
史
料
で
あ
り
、『
妙
意
も
の
語
』
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
『
嶋
記
録
』
か
ら
い
く
ら
か
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　『
嶋
記
録
』
は
、
本
文
中
に
「
元
禄
十
年
」（
一
六
九
七
年
）
あ
る
い
は
「
慶

安
二
年
」（
一
六
四
九
年
）
の
年
号
が
見
え
、末
尾
に
「
寛
文
六
年
」（
一
六
六
六

年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
最
終
的
に
は
一
六
九
〇
年
代

も
し
く
は
一
七
〇
〇
年
代
初
頭
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
も
の
と
見
た
い
。な
お
、

「
元
禄
十
年
」
の
記
載
部
分
は
親
類
縁
者
の
説
明
で
、
系
図
に
関
連
し
て
後
に

書
き
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
末
尾
の
「
寛
文
六
年
」
は
、
沢

図
書
良
政
が
嶋
半
兵
衛
へ
こ
の
『
嶋
記
録
』
を
書
き
上
げ
、
差
し
出
し
た
年
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寛
文
六
年
に
一
応
完
成
し
た
こ
の
『
嶋
記
録
』

に
元
禄
十
年
頃
も
し
く
は
そ
れ
以
降
さ
ら
に
加
筆
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
『
妙
意
も
の
語
』
は
正
保
年
間
に
筆
録
が
進
行
し
て
い
た
こ

と
、
一
二
斎
が
一
六
八
二
（
天
和
二
）
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
、
尼
妙
意
が

八
十
歳
の
時
は
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
話
の
内

容
は
、
一
区
が
正
保
年
間
に
完
成
し
、
二
区
は
一
六
五
〇
か
ら
一
六
六
〇
年
代

に
か
け
て
完
成
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

正
保
元
年
（
一
六
四
四
年
）

　
　
一
、正
保
元
甲
申
年
卯
月
廿
一
日
、ふ
と
彼か
の

太
尾
に
登
り
見
侍
に
（
五
裏
）

　
　
正
保
三
年
（
一
六
四
六
年
）

　
　
天
文
七
よ
り
正
保
三
迄
凡
百
八
年
也
（
十
三
表
）

　
　
元
龜
三
閏
正
月
十
八
日
　
浅
井
備
前
守
長
政
判

　
　
今
井
殿
御
宿
所
　
正
保
三
迄
凡
七
十
五
年
也
（
二
十
一
裏
）

　
そ
し
て
、
そ
の
両
記
録
の
筆
録
に
際
し
て
は
、
一
二
斎
が
同
年
代
、
同
族
者
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こ
れ
に
対
し
て
「
岩
脇
甚
蔵
誕
生
之
事
」
以
後
の
文
面
末
尾
は
多
く
が
「
〜

也
」
や
「
〜
候
」
あ
る
い
は
、「
〜
申
し
候
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、「
〜
す

る
也
」
あ
る
い
は
「
〜
な
る
由
」
と
い
っ
た
表
現
が
み
え
る
。
前
段
と
後
段
と

で
は
「
甚
蔵
誕
生
之
事
」
を
境
と
し
て
、
そ
の
文
章
の
末
尾
に
お
け
る
文
章
表

現
が
全
く
異
な
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ま
た
、
こ
の
「
甚
蔵
誕
生
之
事
」
を
記

述
す
る
本
文
の
後
段
で
は
、「
妙
意
申
し
候
」
と
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
。

語
り
手
で
あ
っ
た
は
ず
の
妙
意
が
「
妙
意
申
し
候
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に

な
る
。
妙
意
の
「
語
り
の
場
」
と
は
違
っ
た
と
こ
ろ
で
の
一
二
斎
の
聞
き
書

だ
ろ
う
。『
妙
意
も
の
語
』
は
明
ら
か
に
前
段
と
後
段
に
大
別
さ
れ
る
。
さ
ら

に
加
え
て
前
段
に
あ
っ
て
も
妙
意
の
語
り
部
分
と
一
二
斎
の
「
私
曰
」
部
分
と

に
明
確
に
峻
別
さ
れ
る
。
本
文
全
体
に
関
わ
る
構
成
の
中
で
も
、
妙
意
部
分
と

一
二
斎
部
分
と
に
、
も
の
語
の
口
承
者
の
部
分
と
、
そ
れ
に
付
記
、
追
記
、
も

し
く
は
口
伝
者
か
ら
の
聞
取
り
を
ま
と
め
た
部
分
と
に
大
別
し
得
る
。

　
一
方
ま
た
、
後
段
も
一
二
斎
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
編
纂
意
図
に
基
づ
き
記
載
さ

れ
た
部
分
に
関
し
て
、
妙
意
か
ら
聞
き
取
り
を
し
て
記
載
し
た
箇
所
も
あ
る
。

特
に
後
段
部
分
は
一
二
斎
が
加
筆
し
て
い
る
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
目

次
に
記
載
の
う
か
が
え
る
甚
蔵
及
び
次
男
壱
岐
守
（
一
貞
）
の
二
章
で
、
こ
れ

ら
は
一
二
斎
が
妙
意
の
語
り
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
む
し
ろ
問
題
は
、
目
次
に
無
い
二
十
一
帖
裏
か
ら
末
尾
三
十
一
帖
裏
ま
で
の

記
載
部
分
の
分
析
だ
ろ
う
。
こ
の
間
は
「
一
〜
」
で
始
ま
る
短
い
文
を
基
調
と

し
て
い
る
。
子
細
に
み
る
と
、
二
十
四
帖
表
の
「
妙
意
も
の
が
た
り
」
か
ら
の

文
面
は
、末
尾
ま
で
岩
脇
家
の
家
系
に
関
わ
る
探
索
や
詮
索
に
終
始
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
文
学
的
表
現
に
も
欠
け
、
語
り
と
は
縁
遠
い
、
む
し
ろ
断
片
的
な

記
録
の
体
裁
を
採
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
後
段
の
さ
ら
に
後
半
の
部
分
は
、
一
二

斎
が
最
も
関
心
を
持
っ
た
事
柄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
『
妙
意
も
の

語
』の
形
成
や
そ
の
経
緯
、一
二
斎
が
成
し
た
記
録
作
成
の
意
図
が
判
明
す
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
前
段
と
後
段
を
便
宜
上
一
区
、
二
区
と
呼
ん
で
区

分
を
付
し
、
さ
ら
に
一
区
の
中
で
も
妙
意
の
語
り
部
分
を
持
っ
て
こ
れ
を
便
宜

上
ａ
と
し
、
一
二
斎
の
書
き
添
え
た
「
私
曰
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
便

宜
上
ｂ
と
呼
び
、
一
区
ａ
、
二
区
ｂ
と
い
っ
た
記
号
で
稿
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
後
段
に
つ
い
て
も
、一
二
斎
の
書
き
加
え
た「
嫡
子
甚
蔵
之
事
」及
び「
次

男
壱
岐
守
（
一
貞
）
之
事
」
の
二
章
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
便
宜
上
二
区
ａ
と

呼
び
、「
妙
意
も
の
が
た
り
」
で
始
ま
る
岩
脇
一
族
の
家
系
、
被
官
に
関
わ
る

詮
索
と
覚
え
に
近
い
部
分
に
つ
い
て
は
二
区
ｂ
と
呼
び
、
両
者
を
区
別
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
文
の
記
載
表
現
を
分
析
し
た
が
、
本
文
の
記
載
内
容
か
ら

見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
文
献
史
料
と
し
て
の
位
置
付
け
は
、
同
時
代
史
料
と

し
て
の
妙
意
の
語
り
部
分
一
区
ａ
と
一
二
斎
の
筆
録
部
分
の
二
区
ｂ
が
問
題
と

な
る
。
し
か
も
一
、二
区
と
も
す
べ
て
一
二
斎
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
っ
て
、

妙
意
の
語
り
部
分
と
称
す
る
も
の
も
一
二
斎
の
筆
力
を
当
然
予
期
し
て
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
、二
区
と
も
に
な
ぜ
一
二
斎
が
筆
録

す
る
意
図
を
も
っ
た
か
が
文
章
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
。

　
こ
の
『
妙
意
も
の
語
』
は
い
っ
た
い
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
も

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
一
二
斎
書
添
」
と
表
題
に
明
示
し
て
あ
る
が
、
こ
れ

は
雅
号
で
あ
っ
て
、
実
名
で
は
な
い
こ
と
自
体
こ
の
「
も
の
語
」
の
性
格
を
推

定
す
る
足
が
か
り
と
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
も
の
語
」
を
ど
の
よ
う
な
記
録
と

し
て
筆
録
し
た
も
の
か
と
い
っ
た
読
み
手
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
。

三
　筆
録
者
一
二
斎

　
さ
て
、一
二
斎
と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
妙
意
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
一
二
斎
に
つ
い
て
は
、『
妙
意
も
の
語
』
だ
け
で
は
な
く
、
岩
脇
氏
と
同
族

関
係
の
あ
る
嶋
氏
の
記
録
で
あ
る『
嶋
記
録
』２
に
も
記
載
が
あ
る
。『
嶋
記
録
』

（
三
）

『妙意もの語』の史料性について

は
五
帖
裏
の
次
の
文
面
か
ら
、
岩
脇
九
兵
衛
が
後
に
一
二
斎
と
雅
号
を
有
し
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
九
兵
衛
が
正
秀
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　
二
、
女
子
鍋
、
岩
脇
九
兵
衛
尉
正
秀
室･･･

九
兵
衛
後
に
号
二
一
二
斎
一
、

　『
嶋
記
録
』が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、一
二
斎
は
岩
脇
家
の
人
物
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
甚
蔵
や
妙
意
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
岩
脇
家
の
当
主
か
否
か

わ
か
ら
な
い
が
、
九
兵
衛
岩
脇
正
秀
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
の
筆
録
の
契
機
を
考

え
る
上
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
。
一
二
斎
は
『
坂
田
郡
志
』
第
四
巻
「
岩
脇

正
秀
」
３
に
よ
る
と
、
幼
名
は
宗
千
代
丸
、
後
に
九
兵
衛
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
も
し
そ
う
な
ら
こ
の
幼
名
宗
千
代
丸
が
岩
脇
家
直
系
の
甚

蔵
と
同
じ
幼
名（
甚
蔵
の
幼
名
が
宗
千
代
丸
で
あ
っ
た
こ
と
は『
妙
意
も
の
語
』

二
十
二
帖
裏
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
、
甚
蔵
が
九
兵
衛
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
妙

意
も
の
語
』
か
ら
は
「
甚
蔵
後
三
太
夫
」
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
明
ら
か
で
は

な
い
。）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
一
二
斎
も
ま
た
直
系
の
当
主
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
明
治
三
年
版
籍
奉
還
当
時
に
お
け
る
彦
根

藩
所
蔵
の
文
書（
彦
根
市
立
図
書
館
資
料
）に
よ
る
と
、慶
長
十
九
年（
一
六
一
四

年
）
よ
り
、
初
代
九
兵
衛
、
二
代
九
兵
衛
、
三
代
平
七
、四
代
六
郎
左
衛
門
、

五
代
九
兵
衛
、
六
代
九
兵
衛
、
七
代
九
兵
衛
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
一
部
例
外

は
あ
る
が
、
当
主
は
九
兵
衛
と
名
乗
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
書
き
添
え
た
一
二
斎
が
妙
意
と
親
子
も
し
く
は
親

戚
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
一
二
斎
が
岩
脇
姓
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に

こ
の
『
も
の
語
』
の
性
格
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
際
し
て
、
重
要
な
事
柄
で
あ

る
。親
子
関
係
で
あ
れ
ば
一
二
斎
は
妙
意
の
聞
き
手
と
な
り
、親
類
縁
者
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
子
ど
も
と
変
わ
ら
な
い
環
境
で
妙
意
の
語
り
を
聞
き
入
っ
た
だ

ろ
う
。
し
か
も
、
妙
意
が
八
十
歳
の
時
、
一
二
斎
は
三
十
八
歳
で
妙
意
の
語
り

を
記
憶
し
た
り
、
筆
録
し
た
り
す
る
の
に
十
分
な
年
齢
に
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
二
斎
は
実
在
の
人
物
で
あ
り
、
か
つ
筆
録
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
年
齢
に
達
し
て
お
り
、岩
脇
家
の
歴
史
に
十
分
な
関
心
を
有
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
『
も
の
語
』
が
出
来
上
が
る
環
境
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
、人
物
一
二
斎
を
知
る
手
立
て
は
『
妙
意
も
の
語
』
の
分
析
に
加
え
て
、

同
時
代
、
同
一
地
域
史
料
で
あ
り
、『
妙
意
も
の
語
』
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

る
『
嶋
記
録
』
か
ら
い
く
ら
か
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　『
嶋
記
録
』
は
、
本
文
中
に
「
元
禄
十
年
」（
一
六
九
七
年
）
あ
る
い
は
「
慶

安
二
年
」（
一
六
四
九
年
）
の
年
号
が
見
え
、末
尾
に
「
寛
文
六
年
」（
一
六
六
六

年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
最
終
的
に
は
一
六
九
〇
年
代

も
し
く
は
一
七
〇
〇
年
代
初
頭
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
も
の
と
見
た
い
。な
お
、

「
元
禄
十
年
」
の
記
載
部
分
は
親
類
縁
者
の
説
明
で
、
系
図
に
関
連
し
て
後
に

書
き
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
末
尾
の
「
寛
文
六
年
」
は
、
沢

図
書
良
政
が
嶋
半
兵
衛
へ
こ
の
『
嶋
記
録
』
を
書
き
上
げ
、
差
し
出
し
た
年
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寛
文
六
年
に
一
応
完
成
し
た
こ
の
『
嶋
記
録
』

に
元
禄
十
年
頃
も
し
く
は
そ
れ
以
降
さ
ら
に
加
筆
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
『
妙
意
も
の
語
』
は
正
保
年
間
に
筆
録
が
進
行
し
て
い
た
こ

と
、
一
二
斎
が
一
六
八
二
（
天
和
二
）
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
、
尼
妙
意
が

八
十
歳
の
時
は
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
話
の
内

容
は
、
一
区
が
正
保
年
間
に
完
成
し
、
二
区
は
一
六
五
〇
か
ら
一
六
六
〇
年
代

に
か
け
て
完
成
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

正
保
元
年
（
一
六
四
四
年
）

　
　
一
、正
保
元
甲
申
年
卯
月
廿
一
日
、ふ
と
彼か
の

太
尾
に
登
り
見
侍
に
（
五
裏
）

　
　
正
保
三
年
（
一
六
四
六
年
）

　
　
天
文
七
よ
り
正
保
三
迄
凡
百
八
年
也
（
十
三
表
）

　
　
元
龜
三
閏
正
月
十
八
日
　
浅
井
備
前
守
長
政
判

　
　
今
井
殿
御
宿
所
　
正
保
三
迄
凡
七
十
五
年
也
（
二
十
一
裏
）

　
そ
し
て
、
そ
の
両
記
録
の
筆
録
に
際
し
て
は
、
一
二
斎
が
同
年
代
、
同
族
者
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『
妙
意
も
の
語
』
の
史
料
性
に
つ
い
て

窪
　
　
　
佳
　
世
＊

一
　は
じ
め
に

　『
妙
意
も
の
語
』
は
、
滋
賀
県
坂
田
郡
近
江
町
、
旧
息
長
村
岩
脇
在
住
の
岩

脇
か
な
氏
の
所
蔵
１
（
現
在
は
彦
根
市
在
住
の
岩
脇
滋
人
氏
所
蔵
）
で
あ
る
。

表
題
に
は
「
妙
意
も
の
語
并
一
二
斎
書
添
」
と
見
え
、
裏
表
紙
に
は
「
岩
脇
姓
」

と
署
名
が
あ
る
。
全
体
は
三
十
七
帖
か
ら
な
る
。
物
語
筆
録
の
契
機
は
、
岩
脇

家
当
主
岩
脇
甚
蔵
の
妻
妙
意
が
、
孫
た
ち
に
語
り
草
と
し
た
も
の
に
、
雅
号
を

一
二
斎
と
称
す
る
人
物
が
書
き
添
え
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
こ
と
が
序
文
風
書

き
出
し
か
ら
わ
か
る
。
は
じ
め
に
こ
の
物
語
の
全
体
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。二

　構
成
区
分

　
二
帖
表
に
「
岩
脇
性マ
マ

中
系
図
」
が
あ
る
。
顕
俊
か
ら
始
ま
り
、近
俊
、道
秀
、

近
藤
、
秀
次
、
定
政
の
六
代
を
記
し
、
最
後
に
「
右
是
ヨ
リ
先
ハ
大
本
系
図
ニ

あ
り
」
と
記
す
。
こ
の
一
種
の
縦
系
図
が
定
政
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
本
文
中
の
記
載
が
定
政
以
後
甚
蔵
に
ま
で
及
ぶ
内
容
を
持
つ
こ
と

と
齟
齬
を
き
た
す
。
後
に
続
く
「
嫡
子
甚
蔵
之
事
」
や
「
次
男
壱
岐
守
（
一
貞
）

之
事
」
は
当
初
こ
の
物
語
の
中
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
し
得
る
。

つ
ま
り
、
妙
意
か
ら
の
聞
き
書
き
と
す
る
本
文
に
、
一
二
斎
が
書
き
加
え
た
部

分
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
三
帖
表
裏
に
は
本
文
の
総
目
次
と
も
い
う
べ
き
項
目
が
十
章
立
て
ら
れ
て
い

る
。
第
一
章
か
ら
数
え
て
定
政
に
関
す
る
「
岩
脇
筑
前
守
定
政
討
死
之
事
」
ま

で
八
章
あ
り
、
甚
蔵
と
次
男
壱
岐
守
（
一
貞
）
と
の
二
章
が
語
尾
に
つ
く
形
と

な
る
。
前
段
八
章
ま
で
の
内
容
が
、
定
政
ま
で
の
系
図
に
該
当
す
れ
ば
矛
盾
は

な
い
が
、
本
文
に
は
顕
俊
、
近
俊
に
関
す
る
章
立
て
が
無
い
。

　
本
文
は
四
帖
裏
に
一
二
斎
の
書
き
添
え
た
冒
頭
の
部
分
が
五
行
あ
る
。
そ
こ

に
は
こ
の
物
語
を
し
た
た
め
た
訳
が
簡
潔
に
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
以
下
、

「
抑
こ
ゝ
に
」
か
ら
妙
意
の
語
り
が
始
ま
る
。
妙
意
の
語
り
を
筆
録
し
た
本
文

以
外
に
文
中
に
「
私
曰
」
と
明
記
し
て
あ
る
の
は
、
一
二
斎
の
付
記
し
た
部
分

で
あ
る
。
妙
意
の
語
り
と
一
二
斎
の
書
き
添
え
部
分
が
相
互
に
補
完
関
係
を
な

す
構
成
に
こ
の
「
も
の
語
」
の
史
料
的
性
格
を
見
出
す
鍵
が
あ
る
。

　
こ
の
「
も
の
語
」
は
、
そ
の
註
あ
る
い
は
解
説
を
交
互
に
交
え
な
が
ら
十
九

帖
表
ま
で
続
く
。
こ
こ
ま
で
が
当
初
の
妙
意
の
語
り
の
部
分
と
想
定
し
得
る
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
妙
意
の
語
り
の
部
分
と
思
し
き
文
面
の
末
尾

に
は
、
い
ず
れ
も
「
〜
と
ぞ
聞
こ
え
し
」、「
〜
あ
り
と
ぞ
」、「
〜
と
か
や
」
と

い
っ
た
文
面
で
終
わ
る
と
い
っ
た
傾
向
を
持
ち
、
こ
の
よ
う
な
係
り
結
び
は
、

妙
意
の
語
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
筆
録
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

＊
本
学
非
常
勤
講
師


